






















研究科名 専攻名 入学定員 1年次 2年次 3年次 現員 
被服環境学（博士後期） 2 7 2 14 23 6
被服学（博士前期） 20 14 23 37 40
生活環境学（修士） 6 5 7 12 12

28 26 32 14 72 58
国際文化 国際文化（修士） 6 11 10 21 12

6 11 10 21 12
34 37 42 14 93 70

入学定員 3年次 4年次 収容定員 
（ 3年次編入※1） （ 編入生数※1） （ 編入生数※1） ） （ 3年次編入※1

240 263 260 1,183 769
（ 20 ） （ 63 ） （ 70 ） （ 133） （ 40

100 113 117 416 383
（ 10 ） （ 44 ） （ 36 ） （ 80） （ 20

340 376 377 1,599 1,152
（ 30 ） （ 107 ） （ 106 ） （ 213） （ 60

130 159 162 617 532
（ 10 ） （ 24 ） （ 19 ） （ 43） （ 20

130 179 180 690 466
（ 20 ） （ 32 ） （ 35 ） （ 67） （ 40

260 338 342 1,307 998
（ 30 ） （ 56 ） （ 54 ） （ 110） （ 60

50 160 170 415 335
（ 15 ） （ 7 ） （ 4 ） （ 11） （ 35

120 240
（ 15 ） （ 0

25 32 57 195
（ 1 ） （ 1 ） （ 2） （ 35

50 49 63 197 190
（ 10 ） 1 （ （ （ ） ） 1） （ 10

220 234 265 1,035 960
（ 40 ） （ 9 ） （ 5 ） （ 14） （ 80

820 948 984 3,941 3,110
（ 100 ） （ 172 ） （ 165 ） （ 337） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） 

） （ 200

※1　（　　　）内は、編入学定員数、編入学生数、編入学収容定員数 
　　  を内数で記載。 

所在地 新都心キャンパス（服装学部・造形学部・生活環境学研究科）東京都渋谷区代々木3-22-1
 小平キャンパス（現代文化学部・国際文化研究科）  東京都小平市上水南町3-2-1

※2　現代文化学部国際ファッション文化学科は、平成16年４月開設。 
※3　現代文化学部英語英文学科は、平成16年４月（編入学は平成１8 
　　  年４月）より募集停止。在学生の卒業を待って廃止。 
※4　現代文化学部健康心理学科の編入学は、平成17年4月より募集。 

（併設校　文化女子大学短期大学部） 
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学 
　 
院 

収容定員 

生活環境学 

生活環境学研究科　計 

国際文化研究科　計 
大学院合計 

 学部名 学科名 教授 助教授 講師 助手 計 
 服装造形 15 12 8 13 48 
 服装社会 9 9 1 1 20

大 

学 

服　装 

造　形 

 服装学部　計 24 21 9 14 68
 生活造形 16 7 1 1 25 
 住環境 8 11 2 1 22

 造形学部　計 24 18 3 2 47
 国際文化 13 6 2 0 21 
 国際ﾌｧｯｼｮﾝ文化 6 4 3 9 22 
 健康心理 4 2 2 0 8

 現代文化学部　計 23 12 7 9 51
 大学合計 71 51 19 25 166

 文化・服装学総合研究所 1 0 1 0 2

大 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
学 

学部名 学科名 １年次 

服装学部　計 439

造形学部　計 320

現代文化学部　計 249

2年次 現員 

服 装 
服装造形 337 323

服装社会 102 84

407

造 形 
生活造形 151 145

住環境 169 162

307

現 代 文 化 

現 代 文 化 

国際文化 40 45

国際ﾌｧｯｼｮﾝ文化  ※2 171 195

1,001

366

英語英文（募集停止）※3

健康心理   ※4 38 47

学科名 

（教員数） 

 学部名 事務局 研究所 図書館 博物館  法人本部 計 
 服装 18 1 4 3 3 9 38 
 造形 16 0 4 2 2 9 33 
 現代文化 16 0 5 0 0 10 31

 大学合計 50 1 13 5 5 28 102

大
　
学 

（職員数） 

287

大学合計 1,008

入学定員･収容定員・在籍学生数 

リソース 
センター 

 学科名 教授 助教授 講師 助手 計 
 服　装 9 13 9 7 38 
 生活造形 9 7 1 1 18

短  

大 

短  

大 

 短期大学部合計  18 20 10 8 56

（併設校　文化女子大学短期大学部）       

 学科名 事務局 研究所 図書館 博物館  法人本部 計 
 服装 8 0 3 0 1 5 17 
 生活造形 5 0 1 0 1 2 9

 短期大学部合計 13 0 4 0 2 7 26

（併設校　文化女子大学短期大学部）       
リソース 
センター 

入学定員 1年次 2年次 現員 
420 371 365 736 840
220 136 221 357 440
640 507 736 1,093 1,280

短 
大 

収容定員 
服　装 
生活造形 
短期大学部合計 





建学の精神
と基本理念 

本学の使命・ 
目的  

新しい美と文化の創造 
 
 
 
 
 
個性輝く学術・研究の
場の追求 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国際的都市型大学とし
ての特色の強化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女子教育・人間教育の
充実 
 

文化女子大学における建学の精神には、「新しい美と文化の創造」を掲げ、
約40年を経た今日まで、その意義を失うことなくこれを継承してきている。
本学の教育は、服装領域から始まり、今日では、「服装学部」「造形学部」
「現代文化学部」の3学部構成となっているが、各専門領域において、時代
をリードする「新しい美」を追求すること、またその教育研究活動を通じて
次世代の「文化」を創造することを基本理念としている。 
 
「服装」「造形」「現代文化」の領域における「新しい美と文化の創造」を
目指す教育の共通点は、「クリエイティブ」という点であり、個々人の創作
・デザイン・価値観の多様性を認め、個性輝く存在としての学生が参画する
学術・研究の場を目指している。 

 
「国際的都市型大学」には、大きく3つの意味がある。第1に、ファッション
領域においては、海外からの服装文化の移入という初期段階から、海外との
人的・学術的相互交流の段階を経て、今日では国際的影響力のある学術研究
活動や、産学連携活動の発信拠点としての大学として位置付けられるように
なっており、東京という都市の利点を生かした教育を展開することを使命・
目的としている。 
第2に、本学の各専門領域には多数の留学生が学んでおり、とりわけ台湾・
韓国・中国等からの留学生を積極的に受け入れてきた結果、学術交流・人的
交流のネットワークが築かれ、専門的知識・技術等の近隣諸国への波及・浸
透という点で成果を上げており、今後もその方向を追求することを使命・目
的としている。 
第3に、本学は、都市の中心地にキャンパスを構え、キャンパス周辺には多
数の企業や最新情報が集積し、国際的視野を広げるにも有利な立地であり、
そうした立地特性を生かして学ぶのにふさわしい専門領域を持つ大学として、
その特色を強化することを使命・目的としている。 
 
 
本学は、当初から女子大学として教育に携わってきた。20世紀後半は女性の
地位の向上が著しく、女性のライフスタイルの変化、男女共生などが進んだ。
そうした中、服装・造形・現代文化の専門領域においては、現代のライフス
タイルの動向を踏まえ、女性ならではの資質を生かした、リーダー的役割を
担う女性を輩出することを念頭に、専門教育の基盤としての「女子教育・人
間教育」にも力を入れている点が本学の特色であり、使命・目的にも通じて
いる。 

専門を学ぶための基盤としての広い知識を授けるとともに、
専門的領域における知識と技術を教授研究し、また人間形成
に基づいた応用的能力を授けることを目的とする。 
 
学術の理論及び応用に関する教授研究を行い、高度な専門性
が求められる職業を担うための深い学識や卓越した能力を培
うことを目的とする。 

本大学には、教育研究上の組織として、「服装
学部」「造形学部」「現代文化学部」を置いて
いる。 
 
本大学院には、教育研究上の組織として、「生
活環境学研究科」「国際文化研究科」を置いて
いる。 

教育目的 組織 

大学 
 
 
 

大学院 



学内外へ 
 
 
 
 
 
 
 

学内・学生へ 
 
 
 
 
 
 
 
 

学内・教職員へ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学外へ 

ホームページ 
 
 
創立80周年記念式典・出
版物 
 
 
入学式 
 
オリエンテーション 
 
フレシュマンキャンプ 
 
しおり 
 
卒業式 
 
教職員新年会 
 
文化学園創立記念式典 
 
学生指導教職員研修会 
 
新入職員研修会 
 
大学紹介ビデオ  
入学希望者を対象とした
「大学案内書」 
入学希望者を対象とした
「進学フェスタ」  
高校進路指導教員を対象
とした「進学説明会」  
在学生の保護者を対象と
した「Violet Report」 
卒業生を対象とした「紫
友会報」 
就職先企業を対象とした
「文化女子大学懇談会」  
新採用教員対象とした「文化女
子大学新採用教員説明会」 
 

 
 
 
理事長式辞 
 
 
 
学長式辞 
 
学部長・主任教授講話 
 
学部長・主任教授講話 
 
 
 
学長式辞 
 
理事長式辞 
 
理事長式辞 
 
学長講演 
 
学園理事による講話 
 
 
  
 
学部長等の学部・学科
紹介  
学長講話 
学部長学部教育紹介 
 
 
 
 
学長挨拶、 
理事挨拶  
学長挨拶 
 

Web上で公開  
学園ニュース掲載 
記念出版『代々木の
杜から世界へ』文化
学園八十年史 
学園グラフ 
 
 
「学生指導マニュアル」 
「Campus Guide」 
 
 
学長・学部長・教授の
あいさつ 
 
 
 
学園ニュースに掲載 
 
学園ニュースに掲載  
学生指導教職員研修
会報告書 
 
 
 
ビデオ内の文字情報 
 
学長のメッセージ文 
 
 
  
 
学長・学部長のメッ
セージ文  
学長のメッセージ文 

常時 
 
 
創立記念周期ごと 
 
 
 
4月始め 
 
4月始め4日間 
 
5月　2泊3日 
 
年6回発行 
 
3月 
 
新年の行事（1月） 
 
創立記念日行事 
（6月） 
年度初めの行事 
（4月）  
3月下旬の3日間 
 
進学フェスタ等で活用 
 
各年 
 
年6回（4月～9月） 
 
6月 
 
4回発行（2005年1月まで） 
 
年1回発行 
 
3月 
 
年度末（3月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生指導マニュアル 
Campus Guide 
  
 
「しおり(No.300～305）」 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
大学案内 
 
 
 
    
Violet Report 
（No.126～131） 
 
 
 
就職パンフレット 
 

対象・手段  時期 資料 口頭 　　　　印刷・Web
方法 

学園ニュース 

学園ニュース 







新都心キャンパス 
（東京都渋谷区 
代々木3-22-1） 

小平キャンパス 
（東京都小平市 
上水南町3-2-1） 

校地・校舎 
校地 

校舎 

大学 

校地 

校舎 

大学 

大学院 

大学院 

附属研究所 

附属機関 

附属機関 

教育研究組織 

校地・校舎 

教育研究組織 

実面積：107,920㎡　大学設置基準上必要面積：25,200㎡ 

実面積：  27,870㎡　大学設置基準上必要面積：19,380㎡ 

実面積：49,001㎡　大学設置基準上必要面積：9,600㎡ 

実面積：13,553㎡　大学設置基準上必要面積：7,736㎡ 

現代文化学部（収容定員：960名） 

国際文化研究科（収容定員：12名） 

文化女子大学図書館（小平） 

服装学部（収容定員：1,152名） 

造形学部（収容定員：998名） 

生活環境学研究科（収容定員：58名） 

文化・服装学総合研究所  
文化・服装形態機能研究所 
文化・未来ファッション研究所 
文化・衣環境学研究所 
文化・住環境学研究所 
文化女子大学図書館（新都心） 
文化学園服飾博物館 
文化学園ファッションリソースセンター 
文化学園国際交流センター 
文化学園知財センター 

服装造形学科 
服装社会学科 
 生活造形学科 
住環境学科 
被服学専攻（博士前期課程） 
被服環境学専攻（博士後期課程） 
生活環境学専攻（修士課程） 

国際文化学科 
国際ファッション文化学科 
健康心理学科 
英語英文学科※ 

国際文化専攻（修士課程） 

※英語英文学科は平成16年4月より募集停止。在学生の卒業を待って廃止。 



23

15

38

大学・ 
大学院 

大学 

大学院 
＊2） 

学部・ 
研究科 

服装学部 

造形学部 

現代文化学部 

国際文化研究科 

生活環境学研究科 

学科・専攻 
平成17年度 平成18 

年度 

入学定員 収容定員 在籍学生数 
＊3） 

入学定員 専任教員数 
（講師以上） 

大学設置基 
準上の必要 
専任教員数 

 服装造形学科 240 769 1183（1.5） 35 10 300 
 服装社会学科 100 383 416（1.1） 19 8 100
 合計 340 1152 1599（1.4） 54 18 400
 生活造形学科 130 532 617（1.2） 24 9 150 
 住環境学科 130 466 690（1.5） 21 8 150

 国際文化専攻（修士課程） 6 12 21（1.8） 15 3 6

 合計 260 998 1307（1.3） 45 17 300

 被服環境学専攻（博士後期課程） 2 6 23（3.8） 5 4 2 
 被服学専攻（博士前期課程） 20 40 37（0.9） 7 4 20 
 生活環境学専攻（修士課程） 6 12 12（1.0） 14 4 6
 合計 28 58 72（1.2） 26 12 28

 合計 6 12 21（1.8） 15 3 6

 国際文化学科 50 335 415（1.2） 21 6 50 
 国際ファッション文化学科 120 240 366（1.5） 13 9 120 
 健康心理学科 50 190 197（1.0） 8 6 50 
 英語英文学科*1） 0 195 57（0.3） 0 0 0
 合計 220 960 1035（1.1） 42 21 220

 総合計 820 3110 3941（1.3） 141 56 920

 総合計  34 122 93（1.3） 41 15 34
＊1）英語英文学科は平成16年4月より募集停止。在学生の卒業を待って廃止。 
＊2）大学院においては、大学専任教員が大学院を兼務している 
＊3）在籍学生数／収容定員 



被服環境学専攻（博士後期課程） 

被服学専攻（博士前期課程） 生活環境学専攻（修士課程） 国際文化専攻（修士課程） 

服装造形学科 生活造形学科 国際文化学科 
ファッション造形学コース グラフィック･プロダクトデザインコース 欧米・中国・日本文化コース 
ファッションクリエイティブコース 造形文化・編集デザインコース 英語英文コース 
ファッションサイエンスコース 工芸コース 観光文化コース 

服装社会学科 住環境学科 国際ファッション文化学科 
服装社会学コース 建築デザインコース スタイリスト・コーディネーターコース 
服装史学コース 住居デザインコース プロデューサー･ジャーナリストコース 

インテリアデザインコース 映画・舞台衣装デザイナーコース 

健康心理コース 
健康システムコース 

健康心理学科 

英語英文学科は平成16年4月より募集停止。 
卒業生の卒業を待って廃止。 

現代文化学部 

大学院 

服装学部 造形学部 

大学 

インテリアデザイン （二級建築士） 

生活環境学研究科 国際文化研究科 

コース 



附属研究所 短期大学等 
大学院 

　文化女子大学大学院 
　　　生活環境学研究科 
　　　国際文化研究科 

附属機関 大学 専門学校等 
　文化服装学院 
　文化ファッションビジネススクール 
　文化外国語専門学校 

附属校 

文化出版局 

文化事業局 

　文化・服装学総合研究所 
　文化・服装形態機能研究所 
　文化・未来ファッション研究所 
　文化・衣環境学研究所 
　文化・住環境学研究所 

　文化女子大学短期大学部 
　文化女子大学室蘭短期大学 
　文化女子大学附属すみれ幼稚園 
　文化女子大学室蘭短期大学附属幼稚園 

　文化女子大学附属杉並中学校・高等学校 
　文化女子大学附属長野高等学校 
　文化女子大学長野専門学校 

　文化女子大学 
　　　服装学部 
　　　造形学部 
　　　現代文化学部 

　文化女子大学図書館 
　文化学園服飾博物館 
　文化学園ファッションリソースセンター 
　文化学園国際交流センター 
　文化学園知財センター 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 

D

Ｆ Ｇ 

 

収益事業組織 

　本　  学 

教 育 組 織  

「附属研究所」は、主に大学院における教育研究活動を推進するために寄与する機関であり、基礎及び応
用の調査研究、共同研究・委託研究を行い、その成果の公表、研究資料の収集・管理等を行っている。 

「附属機関」は、大学・大学院における教育研究の使命を達成するための連携機関であり、「図書館」は必
要な図書・関連資料の収集・管理、「服飾博物館」は服飾及び関連資料の収集・管理・展示、「ファッション
リソースセンター」は、テキスタイル資料・コスチューム資料・映像資料の収集・管理を行っている。  
「国際交流センター」は、6カ所の海外事務所を持ち、海外への広報活動・交流活動の窓口であり、姉妹校
との交流・在学生の留学相談・留学生の入学相談等を行っている。  
「知財センター」は、大学等で生まれた研究成果・知的財産の保護を図るとともに、社会への還元と活用を
通じて社会に貢献する機関である。 

「文化女子大学短期大学部」は、実践的服装教育・生活に根ざした造形教育の機関、「文化女子大学室
蘭短期大学」は保育やコミュニティ総合学の人材養成機関であり、大学への編入学の受入れ、公的行事
の連携、共通専門分野における教育研究活動の連携等を行っている。 

「文化服装学院」「文化ファッションビジネススクール」は、ファッション産業界の要請に応える人材養成機関
であり、公的行事の連携・共通専門分野における教育活動の連携等を行っている。  
「文化外国語専門学校」は、大学進学等を希望する留学生の日本語教育のための連携機関となっている。 

「文化女子大学附属杉並中学校・高等学校」「文化女子大学附属長野高等学校」とは、大学への推薦入
学の受入れ、「高大連携授業」の実施、公的行事の連携等を行っている。 

「文化出版局」は、ファッション・生活情報に関する雑誌・単行本の発行によって、大学・大学院等の教育研
究活動への情報提供を行うとともに、大学・大学院における広報誌・教科書等の出版も行う連携関係を保
っている。 

「文化事業局」は、大学・大学院の教育研究に必要とされる洋裁用具や生地、画材・書籍・生活用具を販
売するショップを運営し、教材・教科書等の販売機能を備えている。 

「附属研究所」との連携 

教育研究の基本組織における連携関係の概要 

「附属機関」との連携 

「短期大学等」との連携 

「専門学校等」との連携 

「附属校」との連携 

「文化出版局」との連携 

「文化事業局」との連携 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 
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学士課程における取組み 

基本的な取組み 

特色ある専門教育を目指す本学では、その教育課程の機能を発揮させる基本的枠組みとして「コース制」をとっている。学生は、
「学部・学科」単位で自らの方向を定めて入学し、主に3年次の段階で「コース」を選択する。教育課程としては、1･2年次は専門
に対する基礎の修得並びに視野の拡大を目途とし、3･4年次で専門分化させた教育を展開する。コース決定後は、コースを単位
としたクラス編成に変更し、授業科目・時間割などもこの枠組みで作られる。「コース制」は、4年間の教育課程のプロセスとして極
めて重要であり、有効に機能している。 

○「コース制」の実施とこれによる専門教育の枠組み設定　　＜基準3参照＞　 

特徴的な取組み 

本学の3学部では教育課程の具体的方法として、「実験実習科目」を重視した実践的教育を展開している。学生は、まず服づく
り・モノづくりなどの基礎的技術を修得し、その応用として課題制作に取り組む。授業科目においては、基礎から専門まで、「実験
実習科目」の比重を極めて高く設定し、わかりやすく体験的かつ実践的に修得させる授業を充実させており、卒業後の進路で
の活躍にもつながっている。その授業形態は、長年の実績に基づいた本学ならではの実践的教育システムであり、特徴的な取
組みと言える。 

○「実験実習科目」を重視した実践的教育　＜基準3参照＞ 

「服装学部」や「現代文化学部（国際ファッション文化学科）」が行う「ファッションショー」は、極めてインパクトの強い教育成果の
公開と言える。本学には、海外に6カ所の事務所を持つ国際交流センターがあり、姉妹校との交流や近隣諸国からの留学生受入
れなどによって築かれた国際交流のネットワークがあるが、このネットワークを活用して、海外で「ファッションショー」を公演し、日本
から世界への教育成果の発信を行うとともに、学生自身の成長に結び付けている点は、本学の特色ある専門領域を生かしたユ
ニークで意義ある取組みと言える。 

○国際交流のネットワークを活用した教育成果の発信　＜特記事項参照＞ 

「現代文化学部」では、小平キャンパスの立地と専門教育の特徴を生かし地域活性化を推進する実践的教育を展開している。
すなわち、大学内に「ヘルスプロモーションセンター」を置き、「ライフスタイルコミュニケーター」を育成して、地域住民が健康で明る
く過ごせる街づくりを目指すとともに、この活動を通じて3学科の実践的授業の内容・方法をより一層充実したものとする試みで
ある。 

○地域の活性化を推進する連携的教育　＜特記事項参照＞ 

「造形学部」においては、新宿という都市型大学の利点を生かし、新都心キャンパス周辺に点在する関連企業並びにそれを束
ねる「産業推進協議会」、さらには教育の実践・公表としてすでに連携を持っている「渋谷区」「豊島区」「東京都」などとの関係
を整理・統合し、本学の造形教育を支援する産官学連携ネットワークを構築するとともに、このネットワークを活用した実践的教育
の促進、インターンシップ制度の確立、卒業後の進路の拡大等を図っていく予定である。平成17年度にはインターンシップを試行
的に実施し、その協力関係の基盤が整備されつつある。 

○造形教育における都市型教育プログラムを支援する産官学連携ネットワークの構築　＜将来計画＞ 



大学院課程における取組み 

基本的な取組み 

本学の大学院においては、昭和47年に設置された服装領域における大学院を核とし、またその基盤となる大学の教育システム
を継承するなかで、理論と実験実習・演習を同時並行的に修得する教育研究の方法、並びに隣接する他の専攻との連携的な
教育研究の特色を拡充することによって、独創性のある研究テーマを実践的に研究しその専門領域の学会や産業界に有益な
提言・提案等ができるような人材養成を目指している。 

○高度な職業人並びに独創性のある研究者養成を目指した教育研究上の取組み　＜基準3参照＞ 

特徴的な取組み 

日本の産業分野におけるファッションの重要性に立脚し、繊維工学的な視点ではカバーできていない「感性・技術融合型のファッ
ション環境学」の構築を目指す研究プログラムを推進しており、本学の大学院の使命・目的を意識した取組みと言える。その研究
内容は、ファッションにおける日本的なるものの解明、健康・衣環境研究の促進、先進アパレル産業システムの解明等から成り立ち、
今後の日本におけるファッション産業界に影響力を持つ成果を発信する予定である。 

○「感性・技術融合型ファッション環境学」の構築　＜特記事項参照＞ 

総合教 
養科目 
※1

外国語 
科目  
（英語） 

服装造形学科 
服装社会学科 
生活造形学科 
住環境学科 
国際文化学科 
国際ファッション文化学科 
健康心理学科 
英語英文学科※2

服装学部 

学部 学科 

授業科目の規模（単位となるクラスの数） 
専門教育科目（必修） 

学部共通 
講義  1年 2年 3年 4年 実験実習 演習 講義 実験実習 演習 

コース別 

クラスの規模（平均人数） 

造形学部 

現代文化学部 

 56 54 38 37 
 51 42 38 39 
 50 48 32 32 
 56 32 36 36 
 40 45 40 54 
 57 49 　   
 38 47 49 62 
 　 　 25 31

 1 1～3 1 1 1・2 1 1 
 1 2 1 1 1・2 1 1 
 1 2・3 1・2 1 1・2 1 1 
 1 2・3  1・2 1 1・2 1 1 
 1 1 1 1 1 1 1 
 1 2・3 1 1 　 　 　 
 1 1 1 1 　 　 　 
 1 1 1 1 1 1 1

選択 
履修 
のため 
不確定 

※1　現代文化学部は学部共通基礎教養科目 
※2　英語英文学科は平成16年4月より募集停止。在学生の卒業を待って廃止。 

：コース決定以前のクラス 
：コース決定以後のクラス 





学士課程・（大学院課程）における取組み 

基本的な取組み 

大学の「服装学部」「造形学部」においては、人間形成のための教養教育として、「総合教養科目」「外国語科目」の枠組みを
設定している。総合教養科目は、「人間と文化」「人間と社会」「人間と自然」の視点で整理され、「外国語科目」については、「英
語」「フランス語」「ドイツ語」「日本語（留学生対象）」のなかからの選択としている。  
「現代文化学部」では、平成16年度より総合教養科目を「学部共通基礎教養科目」と名称変更し、語学並びに専門的な基礎教
育を融合させた履修体制へ変更して、学部独自の人間形成教育を目指すこととした。  
「総合教養科目」「学部共通基礎科目」のなかには、実践的で魅力ある教養科目も設定されているが、全体的には人間形成教
育のあり方を再考する必要性を認識し、検討作業を進めている。 

○人間形成のための教養科目の枠組み設定と授業方法・内容の改善の取組み　　＜基準3参照＞ 

特徴的な取組み 

大学における教育課程は、通常、学部・学科・コース等の編成と学年進行に基づく「授業の時間割」に従って実行されているた
め、他の学部・学科、他の学年の共同授業や、他の専門領域の教員の連携授業を行うことが困難である。そこで、前期・後期の
末に「集中授業形式」の授業期間を設け、専門領域・学年を取り払った学生と教員の全学的コラボレーションを可能にする科目
を新設し、これを「コラボレーション科目」と呼ぶこととした。平成16年度入学生より「コラボレーション科目」の履修必要単位（4単位）
と設定し、年度ごとに新たな科目内容を提示して、学生が選択履修する方法で実施している。教育内容・方法は多岐にわたり、
これまでの通常授業では実現できなかった新しい教育が進展しており、人間形成教育としての新たな取組みとなっている。 

○教養教育の新方策としての「コラボレーション科目」の新設　＜基準3、特記事項参照＞ 

平成15年度の「特色ある大学教育プログラム」にも選定された、本学の「文化祭」は、その会期中に行われる展示や催しなどの
実行を通じて、教育課程の全容を社会に公表し評価を問う機会としている点が特徴である。その歴史は長く、平成17年度で第
55回を迎える、「学生・教職員全員参加」による公的行事となっている。行事における展示や催し物の企画・制作等は年間を通
じて準備され、学生と教職員の密接な協同作業において遂行される点も特徴的であり、こうした協同的な作業を通じて、通常の
授業では得られない学生同士の交流や教職員との交流が促進され、社会性・協調性や行動能力に優れた人材を育てるための
有効な機会となっている。文化祭行事を継続することは、単なる行事の意義に止まらず、人間形成教育に対する本学ならではの
実践的取組みとして、極めて有意義である。 

○学生・教職員の全員参加による教育的行事の継続（文化祭）　＜特記事項参照＞ 

本学は、服装学・造形学を中心とする特色ある専門教育を展開する大学として、早くから近隣諸国の注目を集め多くの留学生を
受け入れてきた。現在は約400名（大学院・短期大学部を含む）の留学生が在籍し、女子大学としては最大規模の留学支援教
育を展開するに至っている。その理念は「異文化交流による創造と発信」であり、留学生と日本人学生、教職員とが共に学びあ
うことにより、「留学生一人ひとりの個性を開花させる全学的な支援体制」を構築している。留学生に対する教育支援・生活支
援は極めて組織的であり内容も充実している。とりわけ、数多く設けている留学生の行事や面談形式の会合等を通じて、国際
人としての人間形成が推進され、教育研究における国際的連携や、日本と近隣諸国を結ぶファッション産業界におけるリーダー輩
出など、これまでの蓄積も多い有効な取組みとなっている。 

○国際化時代における人間教育を目指した留学生支援　＜基準4、特記事項参照＞ 





常置委員会 

専門委員会 

特別委員会 

教授会 
（審議・決定機関） 

学長 

（審議・決定機関） 
生活環境学 
研究科委員会 

国際文化 
研究科委員会 

全学自己点検・ 
評価委員会 

将来構想委員会 

大学運営会議 

（協議＋審議機関） 

公開講座運営特別委員会 

服装学部 
教授会 

現代文化学部 
教授会 

児童英語教員養成課程専門委員会 
留学生指導特別委員会 
学生募集対策特別委員会 
就職特別委員会 

建築士等受験資格専門委員会 

造形学部 
教授会 

文化・語学研修専門委員会 
日本語教員養成課程専門委員会 

紀要編集委員会 
教職課程専門委員会 
学芸員課程専門委員会 
衣料管理士課程専門委員会 

学部 
長会 

委員会 
全学SD

事務局 
現代文化学部協議会 

教務委員会 
学生生活委員会 
研究委員会 
カリキュラム委員会 

司書課程専門委員会 
全学FD
委員会 

服装学部協議会 

造形学部協議会 

学部共通科目協議会 

（協議機関） 

＊1）図中並びに本文中では、全学ファカルティ・ディベロップメント委員会を「全学FD委員会」と略 
＊2）表中並びに本文中では、規程名にある「文化女子大学」を略 

組織名 規程名＊2） 規程概要 
○学長・教授・助教授・専任講師・学長指名による他の職員が構成員　○本学の教育研究の基本方針、教員の進
退、教育課程の編成方針、学生の在籍及び学位の授与、学生生活指導に関する事項、学則変更・規程変更に関す
る事項、委員会に関する事項、教育研究活動等の状況に関して本学が行う評価に関する事項、本学の運営に関す
る重要事項等を審議する。　○服装学部、造形学部、現代文化学部に学部教授会を置く　○教授会は必要に応じ、
各種の委員会を置く 

学則第23条 
教授会規程 

学部協議会規程 

運営会議規程 

学部長会規程 

将来構想委員会規程 

自己点検・評価規程 

略 

全学ファカルティ・ディベ
ロップメント委員会規程 

○学長、研究科長、各専攻の授業・研究指導を担当する教授、教務部長、教学部長が構成員　○教育研究に関する
施設の設置・廃止に関する事項、授業科目の種類及び構成に関する事項、授業及び研究指導を担当する教員選考
に関する事項、学生の在籍、課程修了の認定及び学位の授与に関する事項、学生の厚生補導・懲戒に関する事項
等を審議する 
○服装学部・造形学部・現代文化学部に学部協議会を置く　○学部長・主任教授・研究室長・その他の教授が構
成員　○教授会から委託された事項、学部の教育研究の実施上必要な事項等について協議する　○各学部協
議会の他に服装学部・造形学部の学部共通科目協議会を置く 

○学長・服装学部長・造形学部長・現代文化学部長・事務局長及び学長が必要と認めた者が構成員　○大学の
運営に関する基本方針、学部の運営上他の学部との調整を要する事項、学則・規程の改廃・運用に関する事項
等を協議する 

○学長・学部長・大学院研究科長・主任教授・図書館長・研究所長・事務局長・教務部長・学生部長・教学部長
及び学長の指名する者が構成員　○短・中・長期計画の企画立案・本学が行う評価に関する事項を審議する 
○将来構想委員会は本学の自己点検・評価の基本方針及び実施基準等を決定し、自己点検・評価の報告書をとりまと
める　○本学の自己点検・評価を実施するため、将来構想委員会の下に全学自己点検・評価委員会を置く 
○全学自己点検・評価委員会は、将来構想委員会の委員等から学長が指名する教員・大学事務局の各部長が構成員 

○将来構想委員会の委員・各常置委員会及び特別委員会の委員・事務局の各部長のなかから学長が指名する
者が構成員　○ファカルティ・ディベロップメントの方策に関する事項、教員の研修計画の立案及び実施に関する
事項、学生による授業評価の実施、結果分析及びフィードバックに関する事項等を審議する 

教務委員会、学生生活委員会、カリキュラム委員会、研究委員会、紀要編集委員会、教職課程専門委員会、学芸
員課程専門委員会、衣料管理士課程専門委員会、建築士等受験資格専門委員会、文化・語学研修専門委員会、
日本語教員養成課程専門委員会、児童英語教員養成課程専門委員会、司書課程専門委員会、留学生指導特別
委員会、学生募集対策特別委員会、就職特別委員会等に関する規程がある 

○学長・学部長・大学院研究科長・主任教授・図書館長・事務局長・教務部長・学生部長・教学部長及び学長
の指名する者が構成員　○大学の諸事項を協議する 

学則第19条 
大学院生活環境学研究科
委員会規程　同　国際文
化研究科委員会規程 

教授会 

研究科委員会 

大学運営会議 

学部長会 

その他の組織 

将来構想委員会 

全学自己点検・
評価委員会 

学部協議会 
学部共通科目 
協議会 

全学ファカルティ・
ディベロップメント
委員会＊1） 









創設当初より蓄積してきた、「服装学」の文化的・技術的
・理論的学術体系を生かし、現代あるいは将来の服装学の
展望に立って、ファッション産業界に寄与する人材を輩出
することを目的とする。 
 
「造形」を、生活にかかわるモノづくり・デザイン・住環境
の観点からとらえ、その知識・技術等を修得し、将来を展
望することによって、専門領域における提案・提言ができ
る人材を、企業・社会・家庭に送り出すことを目的とする。 

 
「国際文化」の領域において、人間性の陶冶、実際的効用
の追及、国際的視野の拡大という３つの理念に基づいて、
国際的センスと教養を高め、即社会に役立ち、活躍できる
「人間力」を磨くことを目的とする。 
 
「服装学部」「造形学部」の上位にあって、人間を取り巻
く生活環境としての服装、生活造形、住環境を研究対象と
し、より深い知識学識を涵養し、高次の専門的研究・創作
を目指す学生のための高等専門教育機関として位置付けら
れ、修士課程（博士前期課程）では研究者養成の一段階、
高度専門職業人、高度な知的素養のある人材養成などを目
的としており、博士課程においては「服装」に関する産官
学のあらゆる研究・教育分野・機関を担うための、高い水
準の研究者の養成を目的とする。 

 
「現代文化学部」の上位にあって、国際文化、健康心理を
研究対象とし、より深い知識学識を涵養し、高次の専門的
研究を目指す学生のための高等専門教育機関として位置付
けられ、修士課程では研究者養成の一段階、高度専門職業
人としての人材養成を目的とする。 

昭和39年大学創立に、家政学部「服
装学科」として設置し、平成12年の改
組転換によって「服装学部」となる。 
 
 
昭和41年に、家政学部「生活造形学
科」として設置し、平成12年の改組
転換によって「造形学部」となる。 
 
 
平成3年に、「文学部」として設置し、
平成16年に名称変更して、「現代文化
学部」となる。 
 
 
 
 
昭和47年に、家政学研究科修士課程
を設置し、平成元年に博士課程を設
置、平成15年に「生活環境学研究科」
となる。 
 
 
 
 
 
 
平成10年に、「国際文化研究科」を
設置。 

服装学部 
 
 
 
 

造形学部 
 
 
 
 

現代文化学部 
 
 
 
 
 
 

生活環境学 
研究科 
 
 
 
 
 
 
 

国際文化 
研究科 
 

大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院 

学部・研究科 設置経緯 教育目的 



学部 編成目的 教育課程　編成方針 教育内容・方法 

教職課程 
学芸員課程 

衣料管理士課程 

総合教養科目 

外国語科目 

自由選択科目 

他学部・他学科履修 

教職課程 
学芸員課程 
建築士課程 

総合教養科目 

基礎教養科目 
外国語科目 

自由選択科目 
他学部・他学科履修 

コラボレーション科目 

外国語科目 

自由選択科目 

他学部・他学科履修 

コラボレーション科目 

学芸員課程 
司書課程 

日本語教員養成課程 
児童英語教員養成課程 

コラボレーション科目 

生活造形学科 
（３年次より） 

国際文化学科 
（１年次より） 

国際ファッション文化学科 
（３年次より） 

認定健康心理士課程 
認定心理士課程 

健康心理学科 
（３年次より） 

住環境学科 
（２年次より） 

服装造形学科 
（３年次より） 

服装社会学科 
（３年次より） 

服
装
学
部 

専門領域を極めるため、学科・コースを編
成し、学科の専門教育科目の中に、「コー
ス別専門科目」を設ける 

幅広い教養、豊かな人間性の涵養のため
に「総合教養科目」「外国語科目」を設け
る 

専門領域を極めるため、学科・コースを編
成し、学科の専門教育科目の中に、「コー
ス別専門科目」を設ける 

幅広い教養、豊かな人間性の涵養のため
に「総合教養科目」「外国語科目」を設け
る 

幅広い教養、豊かな人間性の涵養のため
に「総合教養科目」「外国語科目」を設ける 

専門領域を極めるため、学科・コースを編
成し、学科の専門教育科目の中に、「コー
ス別科目」を設ける 

資格・免許取得のために「課程専門科目」
を設ける 

幅広い教養・総合的判断力の涵養のた
めに「総合教養科目」「他学部・他学科履
修」を設ける 

ファッション造形学コース 
ファッションクリエイティブコース 
ファッションサイエンスコース 

総合教養科目・外国語科目・コラボレーション科目・専門教育
科目等で卒業要件となる単位数以上取得した場合に、「自
由選択科目」として単位を認め、科目履修に対する幅広い要
望に応え、総合的判断力を養う 

グラフィック・プロダクトデザインコース 
造形文化・編集デザインコース 
工芸コース　染織専攻 
　　　　  　金工専攻 
　　　　  　陶芸専攻 

建築デザインコース 
住居デザインコース　住居・インテリア専攻 
　　　　　　　   　住文化専攻 
インテリアデザイン（2級建築士）コース　インテリアコーディネート専攻 
　　　　　　　　　　　　　　　　インテリアプロダクト専攻 
インテリアデザインコース　インテリアコーディネート専攻 
　　　　　　　　　  　インテリアプロダクト専攻 

他学部・他学科の科目で、担当教員が認めたものを履修し、
卒業に必要な単位とすることができ、幅広い視野の拡大・総
合的判断力の涵養に寄与させる（履修要項2005 20. 他学部
・他学科の教科目履修に関する細則） 

前・後期末に集中授業形式の時間を設け、全学の学生が専
門領域・学年を超えて履修することができる科目を設け、幅広
い知識・技術取得による総合的判断力・豊かな人間形成を
涵養させる 

A（人間と文化） 
B（人間と社会） 
C（人間と自然） 

A（人間と文化） 
B（人間と社会） 
C（人間と自然） 

欧米・中国・日本文化コース 
英語英文コース 
観光文化コース 
スタイリスト・コーディネーターコース 
プロデューサー・ジャーナリストコース 
映画・舞台衣装デザイナーコース 

服装社会学コース 
服装史学コース　日本服装史専攻・西洋服装史専攻 

健康心理コース 
健康システムコース 

総合的判断力・豊かな人間性を涵養する
ために「コラボレーション科目」を設ける 

資格・免許取得のために「課程専門科目」
を設ける 

幅広い教養・総合的判断力の涵養のた
めに「自由選択科目」「他学部・他学科履
修」」を設ける 

幅広い教養・総合的判断力の涵養のた
めに「自由選択科目」「他学部・他学科履
修」」を設ける 

資格・免許取得のために「課程専門科目」
を設ける 

総合的判断力・豊かな人間性を涵養する
ために「コラボレーション科目」を設ける 

総合的判断力・豊かな人間性を涵養する
ために「コラボレーション科目」を設ける 

専
門
的
知
識
・ 

技
術
の
教
授 

造
形
学
部 

現
代
文
化
学
部 

専
門
的
知
識
・
技
術
の
教
授 

専
門
的
知
識
・
技
術
の
教
授 

幅
広
い
教
養
・
総
合
的
判
断
力
・ 

豊
か
な
人
間
性
の
涵
養 

幅
広
い
教
養
・
総
合
的
判
断
力
・ 

豊
か
な
人
間
性
の
涵
養 

幅
広
い
教
養
・
総
合
的
判
断
力
・ 

豊
か
な
人
間
性
の
涵
養 

高等学校教諭1種、中学教諭1種＜家庭＞ 
学芸員資格 

学芸員資格 

学芸員資格 
教職課程 高等学校教諭1種、中学校教諭1種〈英語〉 

図書館司書資格 
日本語教員養成課程修了証 
児童英語教員養成課程修了証 

認定健康心理士、認定心理士資格 

衣料管理士1・2級資格 

一級建築士、二級・木造建築士受験資格 

英語・フランス語・ドイツ語・日本語 

英語・フランス語・ドイツ語・日本語 

前掲（略） 

前掲（略） 

前掲（略） 

前掲（略） 

前掲（略） 

高等学校教諭１種、中学校教諭１種＜美術＞ 

英語・日本語・中国語・ドイツ語・フランス語 





0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合教養科目・ 
学部共通基礎教養科目 

外国語科目 

専門教育科目 

資格取得科目 

満足 どちらでもない 不満足 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらでもない 不満足 

服装造形学科 

服装社会学科 

生活造形学科 

住環境学科 

国際文化学科 

国際ファッション文化学科 

健康心理学科 

英語英文学科 

服装学部 

造形学部 

現代文化学部 





学
部 

服
装
学
部 

造
形
学
部 

学
部 

現
代
文
化
学
部 

学部 コース 
総合教養 
科目 

外国語 
科目 

コラボ 
レー 
ション 
科目 

自由 
選択 
科目 

専門教育科目 

必修 選択 必修 選択 
共通専門科目 コース別専門科目 合計 

20 140 1248 42 144

20 130 8 42 16 1244

22 22

20 20

10 － 

－ 

－ 

－ 10

10 10

32 99

20
22
20
20

42
40
42
42
42

24
26
24
24
24

24
26
24
24
24

20
22
20
20

6 6

25
14
22
26

34

6
4
6
6

20

30

36

34

36

34

36

34
68

87

※1 
86

※2 
84

2

2

6

86服装造形 
学科 

服装社会 
学科 

生活造形 
学科 

住環境 
学科 

ファッション造形学コース 
ファッションクリエイティブコース 
ファッションサイエンスコース 
服装社会学コース 
服装史学コース　日本服装史専攻 
服装史学コース　西洋服装史専攻 
グラフィック・プロダクトデザインコース 
造形文化・編集デザインコース 
工芸コース　染織専攻 
工芸コース　金工専攻 
工芸コース　陶芸専攻 
建築デザインコース 
住居デザインコース　住居・インテリア専攻 
住居デザインコース　住文化専攻 
インテリアデザイン（2級建築士）コース  インテリアコディネート専攻 
インテリアデザイン（2級建築士）コース  インテリアプロダクト専攻 
インテリアデザインコース  インテリアコーディネート専攻 
インテリアデザインコース  インテリアプロダクト専攻 

※1 建築士関連科目18単位を含む、　※2 建築士関連科目16単位含む 

履修 
必要 開設 

履修 
必要 

履修 
必要 

履修 
必要 

履修 
必要 開設 開設 開設 履修 必要 開設 

履修 
必要 

履修 
必要 開設 履修 

必要 開設 

335 
326 
332 
347 

341
 
 

293 
295 
293 
293 
293 
304 
300 
300 
300 
300 
284 
284 
 
 
 

学部 コース 
基礎教養 
科目 

コラボ 
レー 
ション 
科目 

専門教育科目 

必修 外国語科目 選択 必修 選択 
共通専門科目 コース別専門科目 合計 

20 100

28 118 4 24

4 124

26 56
12 70

12 70
26
38

28

28448 28

47 － － 
24
37

－ 47

36 136

26
22
36
22

963438384012

25 20

※4 
26
22
36
22

46
53
38
24

10
12
10
6

20 20 168
20 20 14

12
14

6

888

149

※3 
14 12914国際文化 

学科 

国際ファッ 
ション文化 
学科 

健康心理 
学科 

英語英文 
学科 

欧米・中国・日本文化コース 
英語英文コース 
観光文化コース 
スタイリスト・コーディネーターコース 
プロデュサー・ジャーナリストコース 
映画・舞台衣装デザイナーコース 
健康心理コース 
健康システムコース 
留学コース 
ビジネスコース 

※3 14単位中6単位は選択必修科目、　※4 26単位中8単位は選択必修科目 

履修 
必要 開設 

履修 
必要 

履修 
必要 

履修 
必要 

履修 
必要 開設 開設 開設 履修 必要 開設 

履修 
必要 開設 

履修 
必要 開設 

385 
374 
387 
354 
344 
342 
294 
296 
362 
375

服
装
学
部 

服
装
造
形
学
科 

服
装
社
会
学
科 

ファッション 
造形学 

ファッション 
クリエイティブ 

ファッション 
サイエンス 

総合 
教養 
科目 

外国 
語科 
目 

総合 
教養 
科目 

外国 
語科 
目 

専門教育科目 

専門教育科目 

選択 選択 必修 
必修 

選択 
選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 計 

計 必修 選択 必修 選択 必修 選択 

合計 

合計 

選択 選択 必修 選択 

共通専門科目 

共通専門科目 

コース別専門科目 

コース別専門科目 

年次 
１年 
２年 
３年 
４年 

年次 
１年 
２年 
３年 
４年 

72
34
26
8

72
34
26
8

16
16
10
0

16
16
10
0

22
0
0
0

20
0
0
0

10
53
21
2

20
42
35
2

0
0
11
9

0
0
6
14

0
0
13
12

0
0
20
6

0
0
13
9

0
0
0
6

0
0
0
14

0
0
22
12

0
0
14
6

20
0
6
20

0
0
4
18

108
92
113
28

22
0
38
24

98
103
74
54

120
103
112
78

128
92
119
48

服装社会学 服装史学 



基礎 
教養 
科目 
 

専門教育科目 

欧・中・日 英語英文 観光文化 
必修 選択 

必修 選択 

合計 

選択 

共通専門科目 コース別専門科目 

年次 
１年 
２年 
３年 
４年 

50
34
8
8

28
28
14
0

22
22
12
0

28
28
14
0

4
4
0
0

25
40
50
20

6
2
4
6

10
24
18
2

8
10
4
0

必修 選択 必修 選択 選択 
9
14
22
8

16
8
6
6

4
10
18
12

34
24
14
12

必修 計 
176
200
156
44

210
224
170
56

外国語科目 欧米・中国・ 
日本文化 英語英文 観光文化 

基礎 
教養 
科目 
 

専門教育科目 

必修 外国 
語 

必修 選択 必修 選択 

合計 

選択 選択 

必修 外国 
語 選択 

必修 外国 
語 選択 

共通専門科目 コース別専門科目 

年次 
１年 
２年 
３年 
４年 

50
34
8
8

24
20
0
0

16
12
0
0

24
52
42
18

0
0
16
6

0
0
18
6

0
0
14
6

0
0
8
8

0
0
14
6

必修 選択 選択 
0
0
10
4

16
12
44
18

必修 計 
98
106
86
44

114
118
130
62

スタイリスト・ 
コーディネーター 

プロデュサー・ 
ジャーナリスト 

映画・舞台衣装 
デザイナー 

基礎 
教養 
科目 

専門教育科目科目 

専門教育科目 

必修 選択 必修 選択 選択 

合計 

合計 

選択 

共通専門科目 コース別専門科目 

年次 
１年 
２年 
３年 
４年 

必修 計 

90
46

50
34
8
8

20
20
0
0

10
16
8
4

30
28
18
20

0
0
6
2

0
0
12
0

0
0
6
2

0
0
14
0

10
16
20
8

100
82
52
28

110
98
72
36

健康システム 健康心理 

総合 
教養 
科目 

必修 選択 必修 選択 選択 
選択 

共通専門科目 コース別専門科目 

年次 
３年 
４年 

8
8

0
0

6
2

54
18

2
0

6
4

0
0

14
14

8
2

必修 計 
82
44

ビジネス 留学 

現
代
文
化
学
部 

国
際
文
化
学
科 

国
際
フ
ァッ
シ
ョ
ン
文
化
学
科 

健
康
心
理
学
科 

英
語
英
文
学
科 

総合 
教養 
科目 
 

外国語 
科目 

専門教育科目 

専門教育科目 

選択 選択 必修 
必修 

選択 
選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 

必修 選択 必修 選択 必修 選択 

合計 

合計 

選択 選択 必修 選択 

共通専門科目 コース別専門科目 

総合 
教養 
科目 
 

外国語 
科目 共通専門科目 コース別専門科目 

年次 
１年 
２年 
３年 
４年 

年次 
１年 
２年 
３年 
４年 

70
28
24
8

70
28
24
8

16
16
10
0

16
16
10
0

8
2
0
0

8
2
0
0

21
42
20
4

16
32
40
14

0
0
10
14

0
10
10
10

0
0
0
0

0
2
0
4

0
0
12
14

0
10
10
10

0
0
0
0

0
0
0
2

0
0
10
14

0
10
10
10

0
0
0
0

0
0
0
2

必修 選択 必修 選択 
0
10
12
10

0
0
2
0

0
10
12
10

0
0
2
0

必修 選択 計 
8
52
54
50

102
78
78
30

110
130
132
80

0
0
10
14

0
0
0
0

必修 選択 

0
0
10
14

0
0
0
0

必修 選択 

8
2
52
70

107
86
54
12

計 

115
88
106
82

建築デザイン 
住居デザイン インテリアデザイン 

インテリアデザイン（二級建築士） 

住居・ 
インテリア 住文化 インテリア 

コーディネート 
インテリア 
プロダクト 

工芸 

染織 金工 陶芸 

造
形
学
部 

生
活
造
形
学
科 

住
環
境
学
科 

グラフィック・ 
プロダクト 
デザイン 

造形文化・ 
編集デザイン 



研究科 

生活環境学 
研究科 

国際文化 
研究科 

専攻 

被服環境学専攻 博士後期課程 必要な研究指導を受け博士論文の審査及び最終試験に合格 

必要な研究指導を受け修士論文の審査及び最終試験に合格 

必要な研究指導を受け修士論文の審査及び最終試験に合格 

必要な研究指導を受け修士論文の審査及び最終試験に合格 

必要な研究指導を受け修士論文又は修士作品の審査及び 
最終試験に合格 

博士前期課程 

修士課程 

修士課程 

修士課程 

被服学専攻 

生活環境学専攻 

国際文化専修 

健康心理学専修 

課程 研究指導 
科目履修 

必要 
単位数 

開設 
単位数 

10

30

30

32

32

30

84

57

88

36

単位制 

講義 

演習 

実験実習 

授業科目に与えられた単位を、一定の基準に従い履修取得し、履修規程に定められた 
単位数に達することにより、卒業又は修了の資格が得られる制度である。 

授業期間は、原則として前期と後期にわたる通年科目と、前期（4月1日～9月19日） 
又は後期（9月20日～3月31日）のいずれか半期で終了するものとがある。 

履修科目の認定は、出席日数の2/3以上出席した者に、定期試験（リポート、論文、作品を含む） 
において合格点に達した者は、所定の単位が与えられる。 

授業期間 

科目の種類 

単位の授与 

授業内容 

学年歴・年間 
授業日程表 

科目はその性質により原則
として講義・演習・実験実習
に分類される 

毎週１時間15週を１単位とする。 

毎週１又は２時間15週を１単位とする。 

履修要項2005

学則第32条 
履修要項2005

学則第10条 
履修要項2005

学則第8条（2）単位認定 
履修要項2005

授業計画（Syllabus） 
新都心キャンパス 
小平キャンパス 

学則第31条、32条、33条 
履修要項2005

毎週２又は３時間15週を１単位とする。 

授業内容については、「授業計画（Syllabus）」を毎年ごとに発行し、①科目概要（科目名称、
担当教員名、開講年次、必修・選択別、通年・半期別、単位数）、②授業内容（各週ごとの授
業内容）、③教科書等、④評価方法を記載して、学生へ明示している。 

1年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35週であり、学年歴・年間授業日程
表の内容として、「入学式、卒業式」「オリエンテーション期間」「前期授業開始・終了日」「後
期授業開始・終了日」「前期・後期補講日」「前期・後期定期試験期間」「夏季・冬季・春季
休暇」「文化祭・球技祭等の大学行事日」等について、明記している。 



0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 

服装造形学科 

服装社会学科 

生活造形学科 

住環境学科 

国際文化学科 

国際ファッション文化学科 

健康心理学科 

英語英文学科 

服装学部 

造形学部 

現代文化 
学部 講義 

演習 
実験実習 



被服学専攻 生活環境学専攻  
特別研究 10単位 10単位 
授業科目 20単位 20単位 

計 30単位 30単位 
国際文化研究科 
国際文化専攻 

演習科目 8単位 
研究科目・特論科目 24単位 

計 32単位 
生活環境学 
研究科 

被服環境学専攻 
授業科目 10単位 
博士論文 － 

計 10単位 

修了認定 
（博士前期課程、 
修士課程） 

大 
学 
院 

修了認定 
（博士後期課程） 

大学院学則 
第5条　第8条 

大学院学則 
第5条　第8条 

生活環境学研究科 

2年以上在学し、所定の科目
について、30単位以上を修
得し、かつ、必要な研究指導
を受け修士論文（生活環境
学専攻では、修了作品も可）
の審査及び最終試験に合
格したものを、修了者とする。 

3年以上在学し、所定の科目
について10単位以上を修得
し、かつ、必要な研究指導を
受け博士論文の審査及び
最終試験に合格した者を、
修了者とする。 

服装学部 ６４単位（原則） 
造形学部 ６４単位（原則） 

現代文化学部 ６２単位（原則） 

留学 全学部学科 ３０単位（上限） 
履修要項2005
22.文化女子大学 
留学規程 

　文化外国語専門学校（文大生のための英会話教室） 服装学部 
造形学部 

２単位 

（実用英語） 
服装学部 
造形学部 

２単位 
（実用英語） 

現代文化学部 ２単位 （Oral EinglishⅠ･Ⅱ） 

　文化服装学院（ファッション・オープンカレッジ） 全学部学科 

２単位 

（コラボレーション科目） 

 

編入学 

 
 

他校の 
取得単位 

履修要項2005
13.編入学生規程 

履修要項2005
21.他校の取得 
単位認定 

ソールスベリー英語学校（ソールスベリー英語研修） 

本学の授業科目と同一又は同系列科目の既修得単位は、本
学の授業単位として認めることができる。 

本学が、文化女子大学に在学中の学生について、外国の大学
及び大学に相当する教育施設、事業所又は本学がインターンシ
ップの研修先としてふさわしいと認める施設に留学することを
認めた場合、留学先での取得単位を認定することができる。 

他大学での 
取得単位 

3０単位 
単位互換制度に 
基づく単位認定 
取扱い規程 

大学は、教育上有益と認めるときは、学生が大学の定めるとこ
ろにより他の大学又は短期大学において履修した授業科目に
ついて修得した単位を、30単位を超えない範囲で、当該大学に
おける授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

次の学校
の修了証を
取得した者
に、指定科
目の単 位
認定を行う 

上記のほか、「ＦＩＴ特別留学プログラム」「ＦＩＴ交換留学プログラム」「シモンズ大学交換留学制度」等留学等による単位認定に関する規
程を設けている。　※ＦＩＴ（ニューヨークファッション工科大学） 

1・2年 

3・4年 

50単位 

登録制限なし 

大
学 

履修単位数 
の上限 

学籍移動 

卒業認定 

各年次にわたり適切に授業を履修するため、１年間に登録す
ることができる単位数の上限を定めている。ただし、１年次のＧ
ＰＡポイントが3.2以上で優秀な成績で単位を修得したと認めら
れる場合は、２年次の登録制限をなしとする。 

学部２年終了時における修得単位数が４０未満の場合は、原級に学籍を移動する。該当する者以外で、
２・３・４年次の修得単位が不十分な場合には、本人の意志により、学籍移動を申し出ることができる。    

本学に４年以上在学し、右記の単位を
修得した者に対して卒業を認める。 

履修要項2005 
2.単位履修に 
関する細則 

履修要項2005 
19.学籍移動に
関する細則 

大学学則  
第８条（1）卒業 

服装学部 

現代文化学部 
計 

計 

総合教養科目 
外国語科目 
コラボレーション科目 
専門教育科目 
自由選択科目 

学部共通基礎教養科目 
コラボレーション科目 
専門教育科目 

20単位 
8単位 
4単位 
78単位 
14単位 

124単位 

20単位 
8単位 
4単位 
76単位 
16単位 

124単位 

20単位 
4単位 
100単位 

124単位 

造形学部 



Ａ 80点以上 
Ｂ 70点以上 
Ｃ 60点以上 
Ｅ 60点未満 
Ａ ４ポイント 

3ポイント 
2ポイント 
1ポイント 
0ポイント 

Ｂ 
Ｃ 

 Ｃ（再試の場合） 
Ｅ 

成績評価 

 
 
 

学則　第8条 
（3）成績評価 
履修要項2005
2.単位履修に 
関する細則  

履修要項2005
4.GPA制度に 
ついて  

GPA制度 

成績評価は、原則として試験成績・平常成績・出席状況
を総合して決定し、その科目の総合点は右記による。 
A・B・Cを合格、Eを不合格とする。 

1単位あたりどれだけ高い学習成果を上げたかを計る評
価方法としてGPA制度を導入している。 
 （Ａ評価の科目単位数合計×４）＋（Ｂ評価の科目単位数合計×３）＋（Ｃ評価の科
目単位数合計×２）＋（Ｃ評価の科目単位数合計×１）のポイント合計を、対象科目の
単位数合計で割った数値が、GPA数値となる。 
 





オリエンテーション 

履修要項と 
シラバス作成 

フレッシュマン 
キャンプ 

入学式に続く延べ４日間（新入生は３日間、在校生は１日間が原則）で行われており、新入生の内容は「学部・学科紹介」「学
生生活ガイダンス」「履修ガイダンス」「図書館ガイダンス」「カウンセリングガイダンス」などがあり、これらは学部長・主任教授・
教務部、学生部、教学部、就職相談室、図書館などで担当している。  
在校生の内容は「履修ガイダンス」「進路ガイダンス」「就職ガイダンス」「キャリアガイダンス」などがあり、教務部、学生部、教
学部、就職相談室などで担当している。 
「クラス担任制」について基準４（学生）で詳述するが、期間には何回かの「クラス集会」がスケジューリングされ、学生同士や
教員とのコミュニケーションを図ると同時に、導入・専門教育にかかわる教育相談や助言などを行う機会としても活用している。 
クラス担任制に基づく「クラス集会」は、きめ細かな個別指導を浸透させる仕組みとしても重要な役割を果たしている。         

新入学生を対象として毎年5月に、２泊3日のスケジュールで行われる大学行事。 
参加者は、新入学生全員と1年次のクラス担任・副担任及び学科主任・学部長や事務局職員である。  
研修場所は、本学研修施設である「文化北竜館」。 
問題提起「大学生活とは」の講演を行い、これを受けての「グループ討議」及び総括としての「グループ別発表と講評」を
行う。これによって大学生活への目的意識や勉学の動機づけ・意欲を明確化させ、大学生活の指針となるよう指導している。
「キャンプファイヤー」「飯盒炊飯」「野外活動」の他、学生・教職員のコミュニケーションを図る「懇親パーティー」など、楽しい
催しも実施され、また期間中には、「クラス集会」も行われ、クラス単位のガイダンスや親睦の機会となっている。　  
毎年９５％前後の参加率であり、本学の導入教育プログラムとして定着して実施されている有意義な行事といえる。 

「履修要項」は年度の導入教育指導に欠かせぬ印刷物であると同時に、大学4年間で修得すべきカリキュラム構成を概観
し、計画的に勉学を進めるためにも重要な役割を担っている。  
「シラバス（印刷物とＣＤ-ROM）」の発行によって、学生はそれぞれの科目の「授業目的・方針」「授業の進行予定」「教科
書」「評価方法」などを知ることができる。  
履修要項及びシラバスの発行によって、大学全体の教育内容の公開性が保たれると同時に、学生にとっては計画的・積
極的な勉学を誘導する効果が期待できる。 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 
・ 
・ 
・ 

・ 

・ 

・ 

・ 



① 
② 
③ 
③ 
③ 

①実務経験２年で受験可  ②実務経験３年で受験可  ③実務経験０年で受験可 

学部・学科 

「課程科目」を設置 
「特別講座」を実施 

ファッション造形学コース 
ファッションクリエイティブコース 
ファッションサイエンスコース 
服装社会学コース 
服装史学コース 
グラフィック・プロダクトデザインコース 
造形文化・編集デザインコース 
工芸コース　 
建築デザインコース 
住居デザインコース 
インテリアデザイン（二級建築士）コース 
インテリアデザインコース 
欧米・中国・日本文化コース 
英語英文コース 
観光文化コース 
スタイリスト・コーディネーターコース 
プロデューサー・ジャーナリストコース 
映画・舞台衣装デザイナーコース 
健康心理コース 
健康システムコース 

「専門委員会」を設置 

服装造形 
学科 
 
 服装社会 

学科 

生活造形 
学科 
 
 

住環境 
学科 
 
 
 国際文化 
学科 
 
 国際ファッ 

ション文化 
学科 

健康心理 
学科 

資格・免許 

取得資格 修了 
証  

取得受験 
資格 

目標資格 
（どの学科・コースでも受験可） 

服
装
学
部 

造
形
学
部 

現
代
文
化
学
部 

児
童
英
語
教
員
養
成
課
程 

日
本
語
教
員
養
成
課
程 

フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ
ア
ブ
ロ
ン
ズ
ラ
イ
セ
ン
ス
検
定 

日
商
パ
ソ
コ
ン
検
定 

秘
書
技
能
検
定 

実
用
英
語
技
能
検
定 

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

フ
ァッ
シ
ョ
ン
販
売
能
力
検
定 

パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
技
術
検
定 

フ
ァッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定 

総
合
・
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者 

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー 

二
級
・
木
造
建
築
士 

一
級
建
築
士 

認
定
心
理
士 

認
定
健
康
心
理
士 

図
書
館
司
書 

テ
キ
ス
タ
イ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー  

学
芸
員 

教
員
免
許
状   

 

家
庭 

美
術 

教
職
課
程 

学
芸
員
課
程 

衣
料
管
理
士
課
程 

司
書
課
程 

建
築
士
等
資
格
取
得 

日
本
語
養
成
課
程 

児
童
英
語
養
成
課
程 

英
語 

一
級 二級 









服 装 学 部 

造 形 学 部 

現 代 文 化 
学 部 

大 　 

学 

建学の精神「新しい美と文化の創造」を理解し、それに即した大学の教育目標にふさわしい者を受け入れることとする。 
各学部・学科及び大学院各研究科にふさわしい入学者を選抜するにあたり、学力のみを重視する従来型の入試方法だけに
依存することなく、多様な選抜方法を工夫し必要とされる適性や感性などを評価し、適応力に富むと思われる者を受け入
れることとする。 

服装、ファッション産業、服装文化について強い関心を持ち、またカリキュラムについて、実験実
習や作品制作を伴うものであることを理解し、そのカリキュラムへの適応性の高い者を受け入れる
こととする。 

モノづくりやデザインに高い関心があり、専門分野の技術や知識を修得する学習だけでなく、感性
重視の教育内容や社会と直結した実践的教育方法に対して、積極的に取り組む意欲のある者を受け
入れることとする。 

人間性、国際性、実用性の3つの理念を理解し、専門領域への関心度が高く、積極的に学ぶ意欲と
能力を備え、また基礎学力を十分に修得している者を受け入れることとする。 

大 　 

学 　 

院 

生 活 環 境 学 
研 究 科 

国 際 文 化 
研 究 科 

知の時代にふさわしい研究能力を備えた若手研究者の養成、及び先端技術の開発・応用可能な高度
専門的職業人の育成という目標に適う者を受け入れることとする。 

地域文化・言語文化・ファッション文化を対象とする研究を通じた国際的視野と感性を備えた研究
者と実務家の養成、及び個人や家族や社会各層における「心」と「身体」の望ましいあり方、介護
やサポートの方法論を探求する若手研究者と専門的職業人の養成という目標に適う者を受け入れる
こととする。 



種別 出願資格 選考方法 

一般入試 

推薦入試 
高校からの推薦書及び調査書による書類選考。 

AO入試 

留学生入試 

大学院入試 

下記の項目のいずれかに該当する女子。 
・高等学校もしくは中等教育学校を卒業及び卒業見込みの者。 
・通常の課程による12年の学校教育を修了及び修了見込みの者。 
・学校教育法施行規則第69条の規程により、高等学校を卒業した者と同等以上の
学力があると認められる者。 

（1期）選択科目2科目の筆記試験。 
（2期）現代文化学部のみ選択科目1科目の筆記
試験及び面接。 

〈服装学部〉エントリーシート、作文、プレゼンテーション、
面談。 〈造形学部〉エントリーシート、制作物、プレゼン
テーション、面談。〈現代文化学部〉エントリーシート、
作文、面談。面接。 
日本語による作文及び面接による選考。 ただし、
日本留学試験利用の留学生入試（台湾・韓国で
面接実施）については、面接のみ。 

出願書類、筆記試験、面接等を総合して選考。 
本学出身者には特別推薦制度（学科試験免除）あり。 
社会人特別入試は外国語科目免除。 

・日本以外の国籍を有し、日本国外において通常の学校教育（12年）もしくはそれに
準ずる課程を修了し、自国において大学入学資格のある18歳に達した女子。 
・日本語の日常会話、読み書きに支障がない者。                               
・日本留学試験利用の留学生入試（台湾・韓国で面接実施）については日本留学
試験の結果、日本語240点以上、総合科目120点以上の者。 

高校在籍者で、本学を第一志望（専願制）とし、心身ともに健康な女子。なお、学業
成績は原則として〈服装学部〉〈造形学部〉は評定平均値3.5以上、〈現代文化学
部〉は評定平均値3.2以上とする。 

本学の教育内容を理解したうえで、本学を第一志望（専願制）とし、入学を強く希望
する心身ともに健康な女子。 

下記のいずれかに該当する者。 
・大学を卒業（学士取得）または卒業見込み（学士取得見込み）の者。 
・大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者。 
・外国において16年間の学校教育課程を修了した者。 
なお、大学卒業後、2年以上勤務経験のある者及び大学を卒業し、入学時に27歳以
上の者は社会人特別入試の出願資格対象者となる。 



入学 定員 在籍 収容 入学 定員 在籍 収容 入学 定員 在籍 収容 入学 定員 在籍 収容 

入学 定員 在籍 収容 入学 定員 在籍 収容 入学 定員 在籍 収容 入学 定員 在籍 収容 

被服環境学専攻 
被服学専攻 
生活環境学専攻 

服装造形学科 
服装社会学科 
生活造形学科 
住環境学科 
国際文化学科 
英語英文学科 
国際ファッション文化学科 
健康心理学科 

*定員：入学定員、入学：入学者数、収容：収容定員、在籍：在籍者数 
※1）家政学部服装学科383名含む 
※2）家政学部生活造形学科332名含む 
※3）英語英文学科は平成16年4月から学生募集を停止し在学生の卒業を待って廃止する 
※4）国際ファッション文化学科は平成16年4月開設 

平成17年度 

造形学部 

現代文化 
学部 

服装学部 

学　部 平成14年度 平成15年度 平成16年度 
（5月1日現在） 

（5月1日現在） 

大　学　院 
平成15年度 平成14年度 平成16年度 

生活環境学 
研究科 

国際文化   
研究科 国際文化専攻 

平成17年度 

 2 3 6 25 2 5 6 23 2 3 6 21 2 7 6  23 
 20 25 40 53 20 22 40 51 20 22 40 50 20 14 40  37 
 6 4 12 6 6 6 12 10 6 7 12 13 6 5 12  12 

 6 2 12 10 6 5 12 7 6 10 12 16 6 11 12  21

 126 214 392 1358 123 214 520 898 240 332 643 1047 240 337 769     1183 
 82 82 254  81 66 340 415 100 85 361 401 100 102 383  416 
 128 150 401 1278 124 145 530 658 130 147 529 622 130 151 532  617 
 84 153 263  82 157 350 605 130 170 407 661 130 169 466  690 
 100 176 440 679 100 176 440 700 50 47 390 574 50 40 335  415 
 80 35 360 224 80 27 360 140   280 94   195    57 
         120 203 120 203 120 171 240  366 
 40 70 120 202 40 52 160 247 50 46 170 230 50 38 190  197
※4） 
※3） 

※2） 

※1） 



 

退学者 在籍者 留年者 退学者 在籍者 留年者 退学者 在籍者 留年者 退学者 在籍者 留年者 
服装造形学科 
服装社会学科 
生活造形学科 
住環境学科 
国際文化学科 
英語英文学科 
国際ファッション文化学科 
健康心理学科 

※1）家政学部は平成12年4月より服装学部・造形学部に改組転換。家政学部服装学科含む 
※2）家政学部服装学科 
※3）家政学部生活造形学科含む 
※4）家政学部生活造形学科 

※5）家政学部生活造形学科含む 
※6）国際ファッション文化学科は平成16年4月開設 
※7）1年次のみ 

平成16年度 

造形学部 

総 合 計 （退学率・留年率） 

現代文化 
学部 

服装学部 

学　部 学　科 平成13年度 平成14年度 平成15年度 
（在籍者数は4月1日現在） 

898 17 1050 33 3
415 6 402 5 0
659 20 623 16 4※5） 
605 20 661 13 1

692 34 3 682 27 3 701 30 4 574 24 14
295 14 1 224 3 0 140 6 4 94 3 1

203 7※7） 
141 7  205 10  247 5  230 5 1
3729 111（3.0%） 6（0.2%） 3749 86 13（2.3%） （0.3%） 3665 104（2.8%） 16（0.4%） 3837 106（2.8%） 24（0.6%） 

1351

1250

34※1） 2

022※3） 7※4） 

5※2） 

3※4） 

1359

1279

23※1） 

23※3） 

4※2） 

※6） 





クラス担任・副担任制 

学習支援全般 

修学支援 

クラス・コース担任  
担当教員 

留学生指導特別委員会  
教務委員会  
カリキュラム委員会 
事務局 学習支援の附属機関 

図書館 

服飾博物館 

国際交流センター・留学生センター 

文化舞台衣装資料館 

オープンメディアルーム 

ファッションリソースセンター 

自習も可能とする 
授業参考文献・ 
資料・情報処理等 
海外留学案内・ 
指導 

入学者事前教育・導入教育 

学生募集対策特別委員会 
入試広報課 

学長　学部長　主任教授 
クラス担任・副担任 
事務局・学生課 

学部学科別入学者　　　 
事前教育プログラム 
フレッシュマンキャンプ 
学生生活の目的・目標の 
明確化 助手・非常勤副手 

コース担任・副担任制 

学生 

オリエンテーション 
履修要項・シラバス 

の作成 
履修指導 
進学指導 

インターンシップ 
資格検定試験 
対策指導 

TAの活用 
単位の互換 

GPA優秀者表彰 
卒業研究の優秀者に学長賞 

学習に関する  
相談・指導 

43.0 3.643.4 6.5 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学業上のアドバイス 生活上のアドバイス 進路についての相談 一身上の相談 特に期待しない その他 

2.1

11.8

9.9

15.5

13.9

6.2

10.1

16.5

9.3

12.6

28.3

26.1

30.6

25.9

24.6

32.4

31.7

22.1

29.9

47.4

50.5

43.3

49.2

48.7

46.8

40.0

52.3

41.9

9.7

11.3

8.2

7.6

17.1

7.0

7.1

13.4

9.6

1.9

1.5

2.5

3.1

2.9

1.2

1.2

5.4

0.6

0.3

0.9

0.9

0.3

0.8

3.5

1.7

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大学全体 

服装学部服装造形学科 

服装学部服装社会学科 

造形学部生活造形学科 

造形学部住環境学科 

現代文化学部国際文化学科 

現代文化学部英語英文学科（2・3・4年生） 

現代文化学部健康心理学科 

現代文化学部国際ファッション文化学科（1年生） 

非常に満足 少し満足 どちらでもない 少し不満 非常に不満 不明 

※所属は2004年度学生生活調査による 

2.2

【クラス担任・副担任への期待】 

【先生との関係に対する満足度】 



個別要求への窓口対応支援 

学生会サミット 
（代議員大会） 

事務局 

クラス担任・副担任 

事務局 教授会 

学生の組織的要求への支援 

授業評価の支援・改善 

FD委員会 

学生生活調査 
授業評価 

教務委員会 
カリキュラム委員会 

学生 



学生生活調査 
リーダーズトレーニング 

学生生活委員会 

就職特別委員会 

セクシュアル・ハラスメント 
防止委員会 

留学生指導特別委員会 
研修旅行 
懇談会 

スピーチコンテスト 

クラス 担任・副担任 

学生部学生課 

学生部入試広報課 

教学部学生課・教務課 

就職相談室 

教務部教務課・学事課 
事  
務 
局 

カウンセリングルーム 

学生相談室 

医務室 

厚生支援 

学生サービス 

組織的支援 

個別相談 

相談員の配置 

学生 



　

学生生活委員会 

就職特別委員会 
セクシュアル・ハラスメント防止委員会 

　

学生 

クラブ運営 
委員会 

部長会 

学生委員会 

実行委員会 

専門委員会 

キャンパス委員会 

学生会サミット 

学生部 学生課 
教学部 学生課 

学生会運営委員会執行部兼任 

BV企画、留学生 
文化祭、バザー、球技祭、 
けやき祭 
新入生歓迎、編集広報 

選挙管理、会計監査、アルバム 
卒業記念パーティー運営 

学生会 クラブ活動 

（28団体） 

クラブ （20団体） 

事務局 

委員会 
留学生指導特別委員会 

愛好会 （2団体） 

同好会　 （6団体） 

顧 問 









学生 

 

資格関連専門委員会　 
就職相談室・教学部学生課 

就職支援 

キャリア教育支援 

資格取得の教育的支援 

留学・進学支援 

就職特別委員会 インターンシップ・ビジネスキャリアの検討・実施他 
カリキュラム委員会 キャリア・資格関連科目の設置、他 

クラス担任・副担任 

・就職資料室の整備、管理 
資格関連科目 

・就職講座の企画、運営 
検定試験特別対策講座 

国際交流センター 

・就職相談、求人情報の紹介 
・求人企業の開拓、管理 
・インターンシップ関連業務全般 



25
36

51

11

97
98

83

46

18
1112

0

20

40

60

80

100

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 

学生数（名） 

0

20

40

60

80

100
受入企業数（社）

受入企業数（社） 
学生数（名） 

58

910



・教職課程専門委員会 
・学芸員課程専門委員会 
・衣料管理士課程専門委員会 
・建築士等受験資格専門委員会 
・司書課程専門委員会 
・日本語教員養成課程専門委員会 
・児童英語教員課程専門委員会 

 

〈特別対策講座実施〉 
・カラーコーディネーター検定 ・日商パソコン検定（日本語文書処理技能） 
・ファッションビジネス能力検定 ・日商パソコン検定（ビジネスコンピューティング） 
・パターンメーキング技術検定 ・マンションリフォームマネージャー 
・ファッション販売能力検定 ・キッチンスペシャリスト 

・TOEIC

〈学科により関連科目設置〉 
・秘書技能検定 ・実用英語技能検定 
・サービス接遇実務検定 ・フォーマルウェアブロンズライセンス検定 







大学院 

大学院 

大学 

大学 

研究所 研究所 
文化・服装学総合研究所 

研究科名 

研究科名 

学部 

学部 

生活環境 
学研究科 

服装学部 

造形学部 

国際文化研究科 

現代文化 
学部 

合計 

合計 

合計 

合計 

被服環境学専攻 
被服学専攻 
生活環境学専攻 

服装造形学科 
服装社会学科 
生活造形学科 
住環境学科 

国際文化専攻 

国際文化学科 
国際ファッション文化学科 
健康心理学科 
英語英文学科※７ 

専攻 

専攻 

学科 

学科 

教授 
専門 総合教養 専門 総合教養 専門 総合教養 

助教授 講師 

教授 助教授 講師 

教員構成 

教員構成 

入学 
定員 

収容 
定員 

入学 
定員 

収容 
定員 

入学 
定員 

収容 
定員 

入学 
定員 

収容 
定員 

現員 
合計 

現員 
合計 

現員 
合計 

現員 
合計 

必要研究 
指導教員※3

必要研究 
指導教員※4

必要専任 
教員数（基準） 

必要専任 
教員数（基準） 

2 
20 
6 
28

6 
6

12 
12

3 
3

15 
15

11 
11

2 
2

2 
2

240 
100 
130 
130 

600

50 
120 
50 
0 

220

335 
240 
190 
195 

960

6 
9 
6 
 
21

769 
383 
532 
466 

2150

35 
19 
24 
21 

99

21 
13 
8 
 

42

13 
6 
4 
 

23

6 
4 
2 
 

12

2 
3 
2 
 

7

教授 助教授 講師 
1 1

10 7 1

12 
8 
12 
6 
 

9 
7 
7 
9 
 

8 
1 
0 
2 
 

10 
8 
9 
8 
35

6 
40 
12 
58

4 
4 
4 
12

5 
7 
14 
26

5 
4 
8 
17

0 
3 
5 
8

0 
0 
1 
1

※1 ※2

※5 ※5 ※5

※1 ※2 ※6

58

36

23 10 38 7 32 1 11

23

15

15

※１　大学設置基準　別表第一 
※２　大学設置基準　別表第二 
※３　原則として、研究指導教員数と研究指導補助教員数を合わせて6名以上とする 
※４　原則として、研究指導教員数と研究指導補助教員数を合わせて5名以上とする 
 

教授 助教授 講師 
教員構成 

教授 助教授 講師 
教員構成 

48 39 12

※５　総合教養には外国語、教職課程、学芸員課程を含む 
※６　教職課程を含む 
※７　平成16年4月より英語英文学科の募集を停止し在学生の卒業を待って廃止 
          教員数は国際文化学科に含む 



専門系 総合 
教養系 専門系 総合 

教養系 

服装造形学科 240 1183 35 33.8 32 13
16

服装社会学科 100 416 19 21.9 14 1

生活造形学科 130 617 24 25.7 19 1
22

住環境学科 130 690 21 32.9 45 1

国際文化学科 50 415 21 19.8 34 0

国際ファッション文化学科 120 366 13 28.2 29 9 7

健康心理学科 50 197 8 24.6 11 0

英語英文学科※ 57 0 0.0 2 0 0

820 3941 141 28.0 186 37 25 45 12

研究所 2 0 0 0 0 0

生活環境学研究科 28 72 26 2.8 10 0 0

国際文化研究科 6 21 15 1.4 3 0 0

34 93 41 2.3 13 0 0 0

※平成16年4月より英語英文学科の募集を停止し、在学生の卒業を待って廃止。 
※大学院専任教員は、大学専任教員が兼務している。 

教員数 
専任 

（講師 
以上） 

非常勤副手 

27 10

210

助手 
非常勤講師 

合計 

合計 

大学 

種別 

大学院 
0

在籍学 
生数/
教員数 

現代文化学部 
 

文化・服装学総合研究所 

服装学部 

造形学部 

入学 
定員 

在籍学 
生数 

学部・ 
研究科等 学科 

（人数は5月1日現在） 



服装学部  　　　　教授 
助教授 

専任講師 
造形学部　　  　　教授 

助教授 
専任講師 

  現代文化学部　     教授 
助教授 

専任講師 

服装学部 　　　　教授 
助教授 

専任講師 
造形学部　　  　　教授 

助教授 
専任講師 

現代文化学部　     教授 
助教授 

専任講師 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

男性 女性 71歳以上 
51～60歳 
31～40歳 

61～70歳 
41～50歳 
26～30歳 





教員選考基準 教員の資格 

教授 

助教授 

専任講師 

業績評価 

書類提出 

任命 

教員選考 
委員会 

教授会へ 
の報告 

審査手順 

選考基準の適応 

教員選考基準 
施行細則 

博士の学位を有し、教育・研究上の経験または識見を有する者 
他大学において、教授の経歴があり、かつ研究業績がある者 
大学において、8年の助教授の経歴があり、かつ研究業績がある者 
上記に規程する教授となることのできる者 
他大学において、助教授の経歴があり、かつ研究業績がある者 
大学において、5年以上の専任講師の経歴があり、かつ教育・研究業績がある者 
大学院博士課程を修め、3年以上大学教育の経歴があり、かつ研究上の業績があ
ると認められる者 
大学以外の学術研究機関において、11年以上研究に従事し、研究上の業績があ
り、かつ教育上の能力があると認められる者 

在任期間を通算し、かつ研究業績の認められる者についてなされる。 
研究上の能力及び業績が特に顕著である者については、所定の昇任年限を短縮
することができる。 
留学期間中、休職期間中は、昇任を停止する。留学中の期間は、在任期間に通算
することができる。 
昇任に該当する者は、教授の推薦又は本人の申出により、昇任審査書類を12月
末までに学長に提出しなければならない。 
昇任並びに新任の審査書類は、次の3種とする。書類様式については「審査書類
に関する申合せ事項」による。（1）氏名、在任職位並びに在任期間、履歴書及び
昇任後の希望担当授業科目を記した書類、（2）業績目録、（3）業績に関する実物、
又はこれに準ずる資料 
大学は、昇任又は新任候補者の業績を審査するため、教員選考委員会（以下「選
考委員会」）を設ける。 
選考委員会の委員は、昇任又は新任者の予定職位と同等又は上位の職位の在
任者の中から、教授会の議を経て学長が任命する。 
専任教員の選考は、選考委員会の議を経て学長がこれを決定する。 
選考委員会は、業績の審査にあたり、昇任又は新任候補者に質疑し、又は必要あ
る場合には、学内外の適任者に業績に関する意見を徴することができる。 
学長は、選考委員会の結果を理事長に報告し、理事長は、その選考された者の中
から昇任、又は新任を決定し、任命をする。 
教員の昇任又は新任が決定された場合、学長は、これを教授会に報告するものと
する。 

上記に規程する教授又は助教授となることのできる者 
他大学において、専任講師の経歴があり、かつ教育・研究上の業績又は能力があ
ると認められる者 

大学院博士課程を修め、かつ教育・研究上の業績又は能力があると認められる者  
修士の学位を有し、3年以上助手の経歴があり、かつ教育・研究上の能力があると
認められる者 
大学において6年以上の助手の経歴があり、かつその期間中教育・研究上の業績
があると認められる者 
大学以外の学術研究機関において6年以上研究に従事し、研究上の業績があり、
かつ教育上の能力があると認められる者 
実技実習科目を担当する者にあっては、「研究上の業績」とあるものを、その技術
が優れ、かつ教育上の業績を持つ者とすることができる。 

第3条 

第4条 

第5条 

第6条 

第6条 

第7条 

第11条 

第12条 

第13条 

第14条 

第16条 

第17条 

第2条 

第3条 

第4・5条 



目的 

任務 

任命資格 

研究報告 

採用手続き 

助手の任期 

任期合意確認 

指導教員 

助手規程 

助手の任期 
に関する 
規程 

第1条 
第2条 

第5条 

第6条 

第2条 

第3条 

第3・4条 

本学教員の養成を目的として助手を置く。 
学長の承認した専攻科目の研究に従事し、原則として学会、研究団体等に所属しなければならない。 
助手の指導教員は学長が委嘱する。学長は、助手にその専攻科目に関連ある研究及び教授
上の補佐をさせることができる。 
助手は、大学卒業と同等以上の学力を有する者の中から学力及び人物の優秀な者について、
学長の推薦に基づき理事長がこれを任命する。 

助手の採用については、本人の履歴書、身体検査証及び学力・人物の証明に適当な資料を
提出しなければならない。 
助手は、年1回以上指導教員を経て、学長にその研究報告書を提出しなければならない。 
助手の任期は、3年とする。ただし、再任は妨げない。 
助手として採用される者は、任期合意確認書及び雇用契約を学校法人文化学園と締結しな
ければならない。 





目的 第1条 

第3条 

第4条 

第5条 

身分 

採用 

採用実績 

業務内容 

大学院の優秀な学生に、学部及び修士課程並びに博士前期課程の教育活動に関する補助業務を行わせること
により、学部及び大学院の教育内容の充実及び大学院生の教育・研究能力の発展及び処遇改善に資する。 

公募により、学業が優秀であり、かつ、教育補助業務を遂行する能力・適性を有する者のうちから、大
学院研究科委員会の議を経て、学長が採用する。 

大学院生活環境学研究科　　被服環境学専攻　　　　１名 
大学院国際文化研究科　　　国際文化専攻　　　　　１名 

非常勤職員とする。 

大学院修士課程・博士前期課程の教育のうち、各授業科目担当者の指示する講義・実験・実習・演習そ
の他の教育活動に関する補助業務  
学部・学科の教育のうち、各授業科目担当者の指示する講義・実験・実習・演習その他の教育活動に関
する補助業務 

0 2 4 6 8 10 12

専任講師 
助教授 

現代文化学部　　教授 
専任講師 
助教授 

造形学部    　　　教授 
専任講師 
助教授 

服装学部   　　　 教授 

学部 大学院 兼任（短大） 1コマ：90分授業 



 種別 対象 種別 目的・内容 件数 運営 総額 
（円） 

件数当たり 
平均 
（円） 

個人 

 
研究室
単位 
 
 
 
 

学部 
単位 
 
 
 
 

大学 
全体  
特定 
個人 
 

大学 
全体 
 
 

合計 

個人 
 
 
 

個人 
 
 

特定 
個人 

 
合計 

研究費 

研究 
旅費 

個人研究費 

 
研究室図書費 
 
 
「研究紀要」発行 
 
 
 
「学内研究発表会」
開催 
 
 
「教員研究作品展」
開催  
「教員研究作品集」
発行  
「教員の海外及び国
内研修に関する規程」
による研究費支援 

― 

 
研究委員会 
 
 
紀要編集 
委員会 

 

 
研究委員会+
各学部 
 
 
 
 
研究委員会 
 
 
「教員の海外及
び国内研修に関
する規程」及び
「同細則」による 

国内学会等出張費 
 
 
 
国外学会等出張費 
 
 
「教員の海外及び国
内研修に関する規程」
による研究旅費支援 

研究用機器・備品、図書、研究材料費、翻訳料、
学会活動費などの個人研究の支援、 
学部担当（職位別）と大学院担当（職位別）に
より、基本額を設定  
研究室の専門領域を踏まえた図書を購入、研
究教育の基本図書を整備 

教員の研究成果の「作品発表」をするため、展
覧会を開催（毎年）  
「教員研究作品展」の内容を収録した、作品集
を発行（隔年）  
教員の研究教育活動の活性化のために、海外・
国内に教員を派遣する規程に基づいた研究
費の支給（随時） 

教員の研究教育活動の活性化のために、海外・
国内に教員を派遣する規程に基づいた渡航
費の支給（随時） 

教員の研究成果を公表
するため、研究紀要とし
て「服装学・造形学研究」
「人文・社会科学研究」
を発行（毎年） 
 
教員の研究成果を「口
頭発表」するため、発表
会を開催（毎年） 

教員が国内学会等に参
加するための出張旅費
支援（随時） 
 
教員が国外学会等に参
加するための出張旅費
費支援（随時） 

― 

― 

服装学部・造形学部 
 
現代文化学部 

 
服装学部・造形学部 

 
現代文化学部 

服装学部 

造形学部 
現代文化学部 
服装学部 
造形学部 

現代文化学部 

30,981,034 
 
 

8,339,347 

 
835,920 

 
383,130 

 
112,943 

 
16,773 

 
2,161,473 

 
3,264,305 

 
 
0

197,331 
 
 

245,275 

 
7,740 

 
7,819 

 
1,046 

 
342 

 
13,767 

 
20,792 

 
 
0

46,094,925 
 

1,603,275 
  1,204,936 

417,899 
1,120,910 
749,187 
949,381 

 
0 
 
 

6,045,588

157 
 

 
34 
 

108 

 
49 

 
108 

 
49 

 
157 

 
157 
 
 
0

819 
 
63 
45 

49 
63 
45 
49 

 
0 
 
 

314

56,282 
 

25,449 
26,776 

8,529 
17,792 
16,649 
19,375 

 
0 
 
 

19,253

― 
 
― 
― 

― 
― 
― 
― 

 
「教員の海外及
び国内研修に関
する規程」及び
「同細則」による 

 
― 





服装学部 

研究費 
（円） 件数 

研究費総 
額に対す 
る割合（％） 

研究費 
（円） 

研究費 
（円） 件数 

研究費総 
額に対す 
る割合（％） 

研究費 
（円） 件数 

研究費総 
額に対す 
る割合（％） 

教員1人 
当たり研究費 
（円） 

研究費総額 

個人研究費 

共同研究費 

共同研究費 

その他 

科学研究費 
政府もしくは政府関連法人 
からの研究助成金 
民間の研究助成財団等から 
の研究助成金 

受託研究費 

造形学部 現代文化学部 大学全体 

学
内 

学
外 

12,779,762 63 34.7％  9,911,044 45 64.3％ 8,290,228 49 100％ 30,981,034 197,331

18,770,000  4 50.1％  5,500,000  5 35.7％    24,270,000 154,586

  5,265,000  5 14.3％         5,265,000   33,535

36,814,762  100％ 15,411,044  100％ 8,290,228  100％ 60,516,034 385,452









秘書室　 5

学園総務本部 総務部 総務課  7
1 1 企画課  2

人事厚生部 人事課  5
1 厚生課  3

施設部 事務課  4
1 技術一課  6 

技術二課  4
健康管理センター 文化学園診療所 
1※ 医務室　6

学園経理本部 財務部 財務課　2
1 管財課　2

経理部 経理一課　7
1 経理二課　6

EDP室 システム一課　5
1 システム二課　7

ネットワークソリューション課　4

事　務　局 教　務　部 教務課　11
1 1 学事課　9

学　生　部 学生課　8
1 入試広報課　9

教　学　部 教務課　11
1※ 学生課　5

就職相談室　6
＊大学院については、基礎となる学部の担当者が兼務している。 

附 属 機 関  図書館　20
服飾博物館　5
ファッションリソースセンター　16
国際交流センター・留学生センター　3
文化学園知財センター　3

附属研究所  文化・服装学総合研究所　3
文化・服装形態機能研究所 
文化・未来ファッション研究所 
文化・衣環境学研究所 
文化・住環境学研究所 

※大学教職員兼任 

数字は平成17年5月1日現在の職員数 

本部組織 

文化女子大学 

学　校　法　人 

文　化　学　園 

※ 







新都心キャンパス 数字は平成17年5月1日現在の職員数 
業　務　内　容 

・教育運営にかかわる重要事項の調査と事務に関すること 
・授業計画の作成、授業の運営に関すること 

教　務　課 ・履修要項、シラバスの作成に関すること 
（11名） ・学生の単位履修、資格取得に関すること 

・教員の昇任、昇格、採用に関すること 

・学費等の徴収に関すること 
学　事　課 ・補助金、助成金の申請、事務処理に関すること 

（9名） ・研究奨励に関すること 

・学生相談に関すること 
・課外活動の指導、助言に関すること 

学　生　課 ・奨学援助に関すること 
（8名） ・留学生の就学指導、経済的支援に関すること 

・学生の福祉厚生、健康管理に関すること 

・入試業務全般に関すること 

入試広報課 ・入学案内書、募集要項の製作に関すること 

（9名） ・入学相談、進学相談会、説明会に関すること ・学生募集等の広報に関すること 

・就職指導の計画、実施に関すること 
就職相談室 ・就職斡旋に関すること 

（6名） ・就職に関する情報の収集、整理、提供に関すること 
・インターンシップに関すること 

小平キャンパス 
業　務　内　容 

教　務　課 ・新都心キャンパスの教務部（教務課・学事課）と学生部 
（11名） 　入試広報課の業務を行う 

学　生　課 ・新都心キャンパスの学生部（学生課・入試広報課）と就 
（5名） 　職相談室の業務を行う 

部　　署 

教 
務 
部 

事 
務 
局 

教 
学 
部 

事 
務 
局 

学 
生 
部 

部　　署 

1
名 

（
　    

） 

1
名 

（
　    

） 

1
名 

（
　    

） 

1
名 

（
　    

） 









理事長・学長・文化服装学院長 監事　　　　　　　　 
常任理事・文化外語校長・国際交流担当 文化服装学院教務部長　　　
理事・学園経理本部長 文化外語専門学校主事 
理事・学園総務本部長 学園総務本部次長・総務部長　　　　
理事・大学事務局長 
理事・文化出版局長 
理事・大学服装学部長 

学園総務本部長　　  文化女子大学図書館司書長　　　
学園総務本部次長・総務部長　　　　　　 学園ファッションリソースセンター所長　　 
学園総務本部人事厚生部長　　　　 学園国際交流センター所長 
学園総務本部施設部長　　　　　　 学園知財センター所長 
学園経理本部経理部長　　　　 文化出版局総務部長　　　　 
学園経理本部財務部長 文化事業局事業管理部長　　　　
学園経理本部EDP
（Electronic Data Processing） 室長 

学園健康保険組合常務理事　　　

秘書室長　　　　　 
大学教務部長　　　　 
大学学生部長　　  　 
大学教学部長　　　 
文化女子大学附属すみれ幼稚園長　 
文化服装学院教務部長　　　 
文化服装学院学務部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
文化ファッションビジネススクール教学部長 
文化外語専門学校教務部長　　 

本部・学校部長会 

教授会 

全学SD委員会 全学自己点検・評価委員会 全学FD委員会 

将来構想委員会 

大学運営会議 

学園運営会議 

各学部学科 

教 
学 
部 
門 

各研究科 

大学事務局 
学　長 

大学院研究科委員会 

総務本部 

経理本部 

学部長会 

監事 

理 
事 
長 

評議員会 

理事会 

学園運営会議 

本部･学校部長会 

管 
理 
部 
門 















校地面積（m2）　 設置基準上必要な校地面積（m2）　 

新都心キャンパス 107,920 25,200

小平キャンパス 49,001 9,600

　　　　　　合　計 156,921 34,800

名　　　　称 面積（m2） 仕　様 利用可能時間 専任 非常勤 

小平テニスコート 3,213 4面 9:00～17:00 1 0

八王子テニスコート 24,768 10面 9:00～16:30 1 0

八王子総合グラウンド 57,710 陸上他 9:00～17:00 2 1

　〃　クラブハウス 325 合宿可 9:00～17:00

厚木グラウンド 32,814 陸上他 9:00～17:00 1

施　　設　　概　　要 スタッフ人数（人） 

校舎面積（m2） 設置基準上必要な校舎面積（m2） 

新都心キャンパス 

小平キャンパス 

27,870

13,553

19,380

合　計 41,423

7,736

27,116



名　　　　称 面積（m2） 資料検索形態・設備・機器等の概要 

テキスタイル資料室  

資料数約  8,000点  

 コスチューム資料室 
資料数約  50,000点 

 
映像資料室 

画像データー  約95,000点 
211.82

270.93

413.23

資料検索＝テキスタイル検索システム・検索機器＝テキスタイルDシ
ステム4D-BOX搭載パソコン10台・関連機器＝実物素材収納ハンガー・
色無地素材収納カラーボックス・資料＝見本張類・辞書書籍 

資料検索＝ロータリーハンガー方式・検索機器＝ロータリーハンガー9
台（1段式5台・2段式4段）・エレクター9台（可動式スチール棚） 

資料形式＝VTR・LD・CD・CD-ROM・DVD・デジタル画像検索機器
＝TV受像機22台・LDプレイヤー3台・CDプレーヤー2台・DVDプレー
ヤー11台・パソコンブース（マッキントッシュ10台他） 



個室 延床面積 定員 入寮者数 1室面積 

共用 m2 人  　人 m2 専　任 非常勤 

小平国際学生会館 小平市 個室 188 4,706 186 175 14 2 0

小平第二国際学生会館 　〃 個室 39 1,001

5,707

39 32 15

29

2 0

　　　　　　合　計 227 225 207 4 0

スタッフ数 
名　　　称 所在地 室数 

学　　内 学　外 

企　画　室 9:30～18:30 14,307 2,250

テキスタイル資料室 9:30～18:30 15,091 226

コスチューム資料室 9:00～17:20 1,917 6

映像資料室 9:00～18:00 20,541 466

合　計 51,856 2,948

利用者数（人） 
名　　　　称 時　間 

学　  内 学    外 専　任 非常勤 

文 化 北 竜 館 7,020 250 24時間 3,335 2,885 4 4

文化軽井沢山荘 1,264 70 24時間 1,907 895 2 2

合　計 8,284 320 5,242 3,780 6 6

年間利用者数（人） スタッフ数（人） 
名　　　称 面積（m2） 定　員（人） 時　間 









利用年度 学内者 学外者 合 計 

（単位：人） 

平成15年度 74,747 2,393 77,140
平成16年度 75,974 2,479 78,453
平成15年度 38,135 2 38,137
平成16年度 37,435 10 37,445
平成15年度 31,969 30,634 62,603
平成16年度 35,097 12,968 48,065
平成15年度 1,529 246 1,775
平成16年度 3,701 226 3,927
平成15年度 2,879 311 3,190
平成16年度 4,900 466 5,366
平成15年度 1,498 1,498
平成16年度 1,923 1,923

文化学園  
ファッション 
リソースセンター 

文化女子大学図書館（新都心）  

附 属 施 設  

文 化 女 子 大 学 図 書 館 （ 小 平 ）  

文 化 学 園 服 飾 博 物 館  

テキスタイル資料室 

映 像 資 料 室  

コスチューム資料室 



主体 公演の名称 ショーのテーマ 主催 開催場所 公演日程 参加人員
啓明大学校合同
ファッションショー Piece＆Peace 啓明大学校 大邱ファッション

センター 平成14年5月15日 97名

繊維学会セミナー Piece＆Peace

Piece＆Peace

繊維学会 こまばエミナース 平成14年9月 5日 62名

特別企画展示
「光を楽しむ」 光を楽しむ 国立科学博物館 国立科学博物館 平成14年10月31日～12月8日 不明

渋谷区制70周年私学祭 渋谷区 渋谷公会堂 平成14年11月16日 210名

啓明大学校創立50周年記念
FUSE同ファッションショー 新 啓明大学校 啓明大学校 平成16年5月19日 100名

第1回シアトル親善交流
ファッションショー Move[d] & Elegance アメリカ合衆国

ワシントン州シアトル 平成14年8月30・31日 61名

カン国際博覧会
ファッションショー Move[d] & Elegance フランス カン市  平成14年9月24・25日 37名

第2回シアトル親善交流
ファッションショー BORDERLESS アメリカ合衆国

ワシントン州シアトル 平成15年9月6・7日 59名

第3回シアトル親善交流
ファッションショー

Cube～life
in MATERIAL

アメリカ合衆国
ワシントン州シアトル  平成16年9月25・26日 59名

留学生 文化女子大学留学生
ファッションショー ZONE 文化女子大学、

台南女子技術学院
文化女子大学 ・

台湾
平成15年9月27日・10月29日 46名

平成14年11月23日 83名

平成14年11月30日 63名

服装学部
服装造形学科

現代文化学部
国際ファッション
文化学科

現代文化学部
国際ファッション
文化学科

学生のクラブ
（FUSE） 国立科学博物館国立科学博物館

特別企画展示
「光を楽しむ」 ―

学外 学内 合計 

板 垣 雄 三 講 師 ２００名 １５２名 

年度 

原 島 陽 一 講 師 ７３名 １６８名 

時期 開催日 

３５２名 平成16年度 春期 平成17年 
2月22日 イスラーム　―その思想と文化― 

テーマ 講演者 入場者数 

２４１名 平成14年度 秋期 11月26日 江戸の市民生活と娯楽 

春期 平成15年度 5月13日 三井家の住まいと生活 内 田 青 蔵 教 授 １６９名 １０４名 ２７３名 

平成15年度 秋期 9月30日 映画にみるモードの流れ 高 橋 暎 一 講 師 ７１名 ２１４名 ２８５名 

平成16年度 夏期 7月27日 日本の風土と染織 堀 尾 眞 紀 子 教 授 １８８名 ７２名 ２６０名 

平成16年度 秋期 11月30日 モード・エ・シャポーの世界 林 泉 教 授 １０３名 １７０名 ２７３名 





年度 契約名 受託部署 研究目的・テーマ 研究期間 

平成14年度 研究受託 学部服装造形学研究室  2002/12/2～2003/3/31

受託研究 被服衛生学研究室 2003/9/1～2004/3/1

研究指導 文化・服装学総合研究所 2003/6/24～2004/6/23

研究委託 被服衛生学研究室 2004/4/14～2005/3/31

調査研究受託 文化・衣環境学研究所 2004/5/14～2005/5/31

受託研究 被服衛生学研究室 2004/6/1～2005/2/28

研究・研究指導委受託 文化・衣環境学研究所 2004/5/28～2005/5/31

研究委託 文化・衣環境学研究所 2004/4/1～2005/3/31

平成16年度 

平成15年度 

ウェアラブルPC装着衣服の研究 

「おむつの温熱生理工学」に関する研究の研究指導 

スキンモデル装置評価に関する研究 

健常人の冷えに関する調査研究 

スキンモデル並びに発汗サーマルマネキンを用いた
消防用防護服の快適性・機能性に関する研究 
生理用品の被服生理学的ならびに皮膚生理学的
研究に関する研究 
吸湿吸水性合成繊維の水（液汗、蒸気）および熱の
移動ならびに着衣の快適性に関する評価研究 

スキンモデル並びに発汗サーマルマネキンを用いた消
防用防護服の快適性・機能性に関する研究 

























構築 









 
1965
(S40年) 留学生会発足（1971） 

第１回学生生活調査実施（1977以後継続） 
民間奨学財団奨学金導入（1979） 

 
1975
(S50年)

留学生送別会開始（1985） 

 
1985
(S60年)

 

1995
(H7年)

 
 

 
2005人 
(H17年) 人 

 

創立80周年記念・文化女子大学奨学金制度発足（2004） 

卒業留学生への資料の送付開始（1997） 
留学生指導のための教職員アンケート調査実施（1998） 

◆文学部を現代文化学部に名称 
　変更（2004） 

卒業留学生のデーターベース作成（2001以後継続） 

バースデーカードの送付開始（2000） 
本学の授業料減免制度発足（2000） 

韓国卒業生母国での展示会開催（2003） 

日本語スピーチコンテスト開始（1996） 

◆家政学研究科を生活環境学研 
　究科に名称変更（2003） 

日本留学試験制度の導入（2002） 
国連大学私費留学生育英資金事業導入（2003） 

◆家政学部を服装・造形学部に 
　改組（2000） 

（博士後期課程） 留学生のための専門用語集初版発行（1996以後継続） 
◆文学部設置（1991） 

◆家政学研究科設置（1987） 
◆小平キャンパス開設（1987） 

第１回留学生生活調査実施（1992以後継続） 
学生会留学生委員会発足（1993） 
AIEJ短期留学推進制度導入（1994以後継続） 

華道・茶道実習、歌舞伎観劇会開始（1987） 
「日本語Ⅰ・Ⅱ」開設（1987） 

（博士前期課程） 

新入留学生特別ガイダンス開始（1985） 

「留学生のてびき」初版発行（1985以後継続） 

留学生懇談会開始（1985） 

「日本の文化と生活」開設（1984） 

◆家政学研究科設置（1968） 

◆短大部専攻科設置（1968） 
留学生ファッションショー開始（1985） 

留学生研修旅行開始（1971） 

◆家政学部設置（1964） 
◆大学創立（1964） 

◆短期大学創立（1950） 

留学生指導特別委員会設置（1984） 

留学生支援体制 
◆学園創立（1923） クラス担任・副担任制発足（1950） 

大学・短大の拡大 留学生数推移 卒業生数累計 

1
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国・地域名 学校名 主たる学部 

台湾 実践大学 民生学部・設計学部・管理学部 

韓国 徳成女子大学 芸術 

アメリカ ニュースクールユニバーシティ ファッションデザイン､ファッションマーケティング､デザイン＆テクノ 

ドイツ ヴュルツブルク・シュバインフルト大学 コミュニケーションデザイン、情報学、社会科学 

台湾 台南女子技術学院 技術 
韓国 梨花女子大学校 造形芸術 

中国 北京服装学院 服装・工芸美術・繊維材料工程 

イギリス ノッティンガムトレントユニバーシティ 芸術デザイン､ビジネス､コンピュータ・工学 

韓国 啓明大学校 ファッション・美術 

アメリカ ベルビューコミュニティカレッジ 情報科学、ビジネス、インテリアデザイン、看護 

アメリカ ニューヨーク州立ファッション工科大学 ファッションデザイン、ファッションスタイリング､テキスタイルデザイン 

イタリア マランゴーニファッション学園 ファッションデザイン､デザイン 

イタリア ドムスアカデミー ファッションデザイン､デザイン 

提携年（西暦） 

1971

1976

1983

1983

1984

1986

1988
中国 東華大学 服装・紡績・材料化学 1990

1996

1998

2000

2003

2003

2003



主　体 公演の名称 ショーのテーマ 主　催 開催場所 公演日程 

文化女子大学服装学部 
服装造形学科ファッションショー  

第4回　　街 ドイツ　ハイデルベルク、 
ヴュルツブルク 平成元年6月 

文化女子大学服装学部 
服装造形学科ファッションショー 第7回　COSMOS 中国　北京 平成4年9月 

文化女子大学服装学部 
服装造形学科ファッションショー 

第1回ファッション 
創造の歩み展 中華民国　高雄　台北 平成8年 7月～8月 

文化女子大学服装学部 
服装造形学科ファッションショー 

服装学部 
服装造形学科 
服装学部 
服装造形学科 

服装学部 
服装造形学科 

服装学部 
服装造形学科 

第12回 
魂　―こころ― イギリス　ノッティンガム 平成9年11月 

啓明大学校合同ファッションショー Piece＆Peace 啓明大学校 大邱ファッションセンター 
 

平成14年 
5月15日 

啓明大学校創立50周年記念 
合同ファッションショー 革新線斬新色 啓明大学校 啓明大学校 平成16年 

5月19日 

第1回シアトル親善交流ファッションショー Move[d] & Elegance アメリカ合衆国 
ワシントン州シアトル 

平成14年 
8月30・31日 

カン国際博覧会ファッションショー Move[d] & Elegance フランス カン市  平成14年 
9月24・25日 

第2回シアトル親善交流ファッションショー BORDERLESS アメリカ合衆国 
ワシントン州シアトル 

平成15年 
9月6・7日 

第3回シアトル親善交流ファッションショー Cube～life in MATERIAL アメリカ合衆国 
ワシントン州シアトル 

 平成16年 
9月25・26日 

留学生 文化女子大学留学生ファッションショー ZONE 文化女子大学、 
台南女子技術学院 文化女子大学 ・台湾 

平成15年 
9月27日 
10月29日 

服装学部 
服装造形学科 

現代文化学部 
国際ファッション 
文化学科 

現代文化学部国際 
ファッション文化コース 







 教科展示（服装領域） 26室 

 教科展示（造形領域） 23室 

 教科展示（現代文化領域） 3室 

 学生イベント展示 10室 

 服装系 パジャマ・スカート・ジャケット・ 
 2,731点 コート・子供服・エプロン・袋物 

 造形系 マフラー・ランチョンマット・指輪・花瓶 
 1,073点 ブローチ・湯飲み・ペーパークラフト 

 現代文化系  帽子・エプロン・通学バッグ・ 
 870点 ぬいぐるみ・枕カバー・ポーチ 

 全学 食器・タオル・布地・家電小物・ 
 762点 中国茶・ファッション小物 

  合    計 62室 

（平成16年度） 

〈手作り製作品〉 　　（平成16年度） 

〈フリーマーケット〉 











 年度 H 17 H 18 H 19
 運用 対面型システムの運用開始 ネットワーク型システムの試験運転 相補システムの運用  

プ
ロ
グ
ラ
ム 

地
域
活
動 

科
目
名 

ニーズアセスメント 

ラ イ フ ス タ イ ル コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー 育 成 に 対 応 す る 科 目  

健康心理  
カウンセリング論 

健康心理学  
特講 

イベント  
プロデュース 

老年健康  
心理学 

児童英語  
教育 

健康教育  
概論 

舞台衣装  
デザイン演習 

児童健康  
心理学 

ファッションショー  
企画制作 

ヘアメイク 

健康心理  
カウンセリング実習 

コミュニティ 
心理学 

ヘルスプロモーション  
プログラム 

ヘルスケア  
システム 

行動・環境診断 
組織診断 

インタビュー 

サーバシステムの構築 
防犯マップ作成 園児や高齢者の  

ファッションショー 
心理教育的な  
演劇公演 

地域拠点の選定 

経過評価 

影響評価 影響評価 
結果評価 



地域住民  
（子供から高齢者まで） 

地域拠点  
（ライフスタイル 

コミュニケーターが常駐） 

ヘルス  
プロモーション  
センター 

市役所 

サービス 

公共施設 

店舗 

医療機関 

警察署 

頼もしい 

利用しやすい 

美しい 

サービス 

職場 

学校 

家庭 

高齢者  
施設 

生き生き 

元気に 

すくすく 

明るい 

ひ と 

支援 

小平市 

教員 学生 

I　T





科
目
区
分
・
履
修
要
件 

実
施
方
法 

シ
ラ
バ
ス 

・全学生対象新入生「コラボレーション科目」 
（平成16年度入学生より） 
学部4単位　短大2単位　 
（卒業要件とする。それ以上履修した単位は自由選択
科目として加算する） 

・在学生　履修した単位は、自由選択科目として認定。
（平成15年度生まで） 

・科目登録の上限の対象にはしない。 

・原則卒業年次の2月は受講できない。 

・1日5コマ3日間で2単位、または6日間で4単位。 
（演習扱い･学生参加型） 

・全教員対象。3日間を複数で担当可。 

・内容により学科･コース等指定、人数制限も可。 

・別冊として作成。 

・オリエンテーション時に配布。 

・目的と1日ごと単位で記入。 
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